


　
９
月
19
日
（
敬
老
の
日
）、
関
口
市

長
と
県
十
日
町
地
域
振
興
局
の
奥
野
局

長
が
、
本
年
度
１
０
０
歳
を
迎
え
る
20

人
の
う
ち
11
人
を
訪
問
し
、
内
閣
総
理

大
臣
の
祝
状
と
銀
杯
、
県
知
事
の
祝
状

と
記
念
品
、
市
長
の
祝
状
と
祝
金
を
贈

り
ま
し
た
。
出
迎
え
た
皆
さ
ん
は
、
感

謝
の
言
葉
や
１
０
０
歳
を
迎
え
た
感
想

な
ど
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

本
年
度
１
０
０
歳
を
迎
え
る
皆
さ
ん
︿
敬
称
略
﹀

・
上
原
ク
リ
　
　（
稲
荷
町
1
）

・
根
津
キ
ク
　
　（
学
校
町
1
）

・
髙
橋
ナ
ヲ
　
　（
学
校
町
2
）

・
桑
原
マ
キ
　
　（
新
座
4
の
1
）

・
藤
原
ト
ク
　
　（
本
町
7
―
2
）

・
村
山
榮
作
　
　（
池
之
平
）

・
上
村
フ
ジ
ノ
　（
土
市
1
）

・
南
雲
エ
イ
　
　（
幸
町
）

・
髙
橋
ハ
ル
　
　（
伊
友
）

・
小
林
セ
キ
　
　（
高
原
田
）

・
和
久
井
ク
ニ
　（
木
落
）

・
藤
田
サ
ダ
　
　（
根
深
）

・
田
中
直
江
　
　（
下
原
）

・
小
栁
ク
ラ
　
　（
如
来
寺
）

・
山
田
セ
ン
　
　（
桂
）

・
江
村
タ
ミ
　
　（
上
山
）

・
南
雲
ナ
カ
　
　（
堀
之
内
）

・
寺
嵜
シ
ゲ
　
　（
太
平
）

・
南
雲
ム
メ
　
　（
太
平
）

・
佐
藤
ト
メ
　
　（
湯
山
）

村山榮作さん（池之平）

　本年度100歳になる唯一の男性

です。近衛兵として昭和天皇の警

護を務め４度の戦争体験をしっか

りとした口調で語ってくれまし

た。「自家製ニンニクなどを食べ

て、健康への知識を深めています」

とお話ししていました。

髙
橋
ナ
ヲ
さ
ん
（
学
校
町
2
）

　「
長
寿
の
秘
訣
は
、
好
き
嫌
い

な
く
３
食
し
っ
か
り
食
べ
る
こ

と
」
と
元
気
な
張
り
の
あ
る
声
で

語
る
髙
橋
さ
ん
。
踊
り
が
大
好
き

で
、
若
い
頃
か
ら
続
け
て
き
ま
し

た
。「
楽
し
み
を
持
つ
こ
と
が
大

切
」
と
お
話
し
し
て
い
ま
し
た
。

　「
家
族
に
囲
ま
れ
て
本
当
に
幸

せ
で
す
」
と
し
み
じ
み
と
語
る
田

中
さ
ん
。新
聞
や
本
が
大
好
き
で
、

今
で
も
頻
繁
に
知
人
に
手
紙
を
書

い
て
い
ま
す
。
趣
味
の
ち
ぎ
り
絵

や
押
し
花
な
ど
作
品
の
思
い
出
話

を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

田
中
直
江
さ
ん
（
下
原
）

　新潟県と十日町市では、敬老の日に合わせて、本年度100歳を迎える皆さん20人
にお祝いをしました。また、市では88歳を迎える428人に祝金を贈りました。

〈東〉 寿 〈西〉
名　　　前 生年月日 年齢 行政区名 名　　　前 生年月日 年齢 行政区名

髙 橋 　 き よ さん 明36年7月1日 108歳 川治上町２ 横綱 服 部 ミ サ ヲ さん 明38年7月27日 106歳 上山

上 村 　 ノ イ さん 明40年1月20日 104歳 高原田 大関 中 島 　 ム メ さん 明40年4月16日 104歳 上山

武 田 　 サ キ さん 明40年8月16日 104歳 諏訪町 関脇 村 山 　 モ ト さん 明40年12月18日 103歳 本町６－１

仲 　 　 ケ フ さん 明41年1月2日 103歳 宮下町西 小結 山 田 チ ヨ ノ さん 明41年5月18日 103歳 宮中

大 井 　 正 司 さん 明41年12月13日 102歳 美咲町 前頭１ 丸 山 　 シ ヅ さん 明41年12月25日 102歳 中条八幡

志 賀 　 マ ツ さん 明42年4月17日 102歳 下川手 前頭２ 桑 原 　 ハ ツ さん 明42年5月24日 102歳 田代

樋 口 　 ト ク さん 明42年6月22日 102歳 朴木沢 前頭３ 蕪 木　 倉 治 さん 明42年7月22日 102歳 諏訪町

佐 藤 　 修 一 さん 明42年9月20日 102歳 高山４ 前頭４ 小 林 　 サ ワ さん 明42年11月8日 101歳 高原田

髙 橋 　 き つ さん 明42年11月10日 101歳 赤谷 前頭５ 金 子 　 シ マ さん 明42年11月20日 101歳 稲荷町２

髙 橋 　 ハ ノ さん 明43年1月28日 101歳 中仙田 前頭６ 小 泉 　 チ ヨ さん 明43年2月10日 101歳 下条中央通り

保 坂 　 ト ラ さん 明43年3月5日 101歳 南鐙坂 前頭７ 登 坂 　 キ ン さん 明43年3月12日 101歳 本町７－１

島 田 　 ツ ネ さん 明43年5月11日 101歳 本町７－２ 前頭８ 滝 沢 　 綾 子 さん 明43年5月27日 101歳 上山

樋 口 　 キ ク さん 明43年6月20日 101歳 湯山 前頭９ 福 原 　 セ キ さん 明43年10月5日 100歳 松代

樋 熊 　 カ ク さん 明43年10月10日 100歳 本町５ 前頭10 岩 田 　 ヨ キ さん 明43年10月20日 100歳 下条中央通り

野 上 　 イ ネ さん 明43年11月14日 100歳 千歳町１ 前頭11 池 田 チ ヨ ノ さん 明43年12月3日 100歳 本町６－１

樋 口 ツ タ ヲ さん 明43年12月5日 100歳 兎口 前頭12 村 山 　 國 義 さん 明44年1月11日 100歳 川治下町３

中 町 　 テ イ さん 明44年1月11日 100歳 下条中央通り 前頭13 富 井 ミ ヨ シ さん 明44年1月16日 100歳 高原田

樋 口 　 義 治 さん 明44年2月28日 100歳 中尾 前頭14 南 雲 　 ブ ン さん 明44年3月4日 100歳 田中

桑 原 　 定 野 さん 明44年3月20日 100歳 倉俣 前頭15 中 島 　 カ ト さん 明44年3月23日 100歳 本屋敷

寺 嵜 　 シ ゲ さん 明44年5月4日 100歳 大平 前頭16 田 中 　 直 江 さん 明44年6月28日 100歳 下原

江 村 　 タ ミ さん 明44年8月18日 100歳 上山 前頭17 佐 藤 　 ト メ さん 明44年8月18日 100歳 湯山

南 雲 　 ナ カ さん 明44年9月1日 100歳 堀之内 前頭18 藤 田 　 サ ダ さん 明44年9月3日 100歳 根深

藤 原 　 ト ク さん 明44年9月19日 100歳 本町７－２ 前頭19 南 雲 　 エ イ さん 明44年9月21日 99歳 幸町

小 栁 　 ク ラ さん 明44年9月27日 99歳 如来寺 前頭20 根 津 　 キ ク さん 明44年9月29日 99歳 学校町１

山 田 　 セ ン さん 明44年11月3日 99歳 桂 前頭21 村 山 　 榮 作 さん 明44年11月11日 99歳 池之平

和 久 井 ク ニ さん 明44年11月23日 99歳 木落 前頭22 髙 橋 　 ナ ヲ さん 明44年12月1日 99歳 学校町２

小 林 　 セ キ さん 明45年1月16日 99歳 高原田 前頭23 上 原 　 ク リ さん 明45年1月25日 99歳 稲荷町１

上 村 フ ジ ノ さん 明45年1月28日 99歳 土市１ 前頭24 桑 原 　 マ キ さん 明45年2月8日 99歳 新座４の１

髙 橋 　 ハ ル さん 明45年2月12日 99歳 伊友 前頭25 南 雲 　 ム メ さん 明45年2月17日 99歳 太平

髙 橋 　 フ ジ さん 明45年4月4日 99歳 湯山 前頭26 太 田 　 ヨ イ さん 明45年5月1日 99歳 下条中央通り

進 藤 熊 太 郎 さん 明45年5月20日 99歳 川治上町２ 前頭27 渡 邉 　 イ チ さん 明45年6月5日 99歳 高道山

鈴 木 　 キ ヨ さん 明45年6月27日 99歳 重地 前頭28 星 名 　 ツ ル さん 明45年7月1日 99歳 中条旭町

大 津 　 ト ヤ さん 明45年7月2日 99歳 下条中央通り 前頭29 水 落 　 タ ケ さん 大1年8月1日 99歳 中条菅沼

藤 ノ 木 カ ネ さん 大1年8月12日 99歳 幸町 前頭30 中 嶋 　 ト メ さん 大1年8月20日 99歳 上野

水 落 　 マ ツ さん 大1年8月22日 99歳 二子 前頭31 小 澤 　 チ イ さん 大1年8月23日 99歳 本町７－２

風 間 ケ サ オ さん 大1年8月30日 99歳 長里 前頭32 南 雲 　 き み さん 大1年8月31日 99歳 田中町

高 橋 ヨ シ イ さん 大1年8月31日 99歳 堀之内 前頭33 庭 野 　 マ サ さん 大1年9月15日 99歳 田中町本通り

　９月19日の敬老の日現在、市内の満90歳以上の高

齢者は1,335人で、番付表では99歳以上の74人を紹介

します。

2市報とおかまち　平成23年10月10日号市報とおかまち　平成23年10月10日号3

100歳100歳100歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳 おめでとう
　　ございます100歳

長寿番付長寿番付
平成23年度



【
行
財
政
改
革
の
成
果
な
ど
の
還
元
に

よ
る
水
道
料
金
の
引
き
下
げ
】

　
職
員
数
の
削
減
や
高
金
利
の
起
債
の

繰
り
上
げ
償
還
に
よ
る
償
還
金
の
減
少

な
ど
、
行
財
政
改
革
の
成
果
な
ど
を
市

民
に
還
元
す
る
た
め
、
十
日
町
・
川
西
・

松
代
・
松
之
山
地
域
の
水
道
料
金
は
段

階
的
に
引
き
下
げ
ま
す
。

【
国
の
補
助
金
改
革
と
合
併
協
議
結
果

を
受
け
た
水
道
料
金
の
引
き
上
げ
】

　
国
の
補
助
金
改
革
を
受
け
て
平
成
28

年
度
ま
で
に
簡
易
水
道
事
業
と
上
水
道

事
業
を
統
合
し
て「
１
市
町
村
１
水
道
」

に
す
る
と
と
も
に
、
水
道
料
金
の
統
一

を
図
る
必
要
が
生
じ
て
い
ま
す
。ま
た
、

合
併
協
議
の
結
果
を
反
映
さ
せ
る
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
他
の
地
域
に
比
べ
て

水
道
料
金
が
低
い
中
里
地
域
の
水
道
料

金
は
段
階
的
に
引
き
上
げ
ま
す
。

■
問
合
せ

：

上
下
水
道
局

　
　
　
　
　
☎
７
５
７

�

３
１
１
５

　現在の十日町市の水道料金は、十日町・川西・松代・松之山地域と中里地域で異なる水道料金を適用し

ています。これは、平成17年度の市町村合併時の協議で、「旧中里村を除く４市町を旧十日町市の水道料

金に統一し、未普及地の解消に努めつつ、旧中里村を含め５年後に水道料金を調整する」というものでした。

　市ではこの協議の結果を受け、水道料金を11月から順次改定して、平成25年11月に市内全地域の料金

を統一します。

十
日
町
・
川
西
・
松
代
・

松
之
山
地
域

中
里
地
域

11月１日の使用分から
水道料金を改定します

地域区分
改訂の内容

段　階 料金改定実施日
全　体 内　訳

十日町・川西・
松代・松之山地域

　現在の経済情勢への対
応を図るとともに、職員
数の削減や高金利の起債
の繰上げ償還による償還
金の減少など行財政改革
の成果を市民に還元する
こととして、全体で約
８％の引き下げ（第１段
階、第２段階でそれぞれ
４％の引き下げ）

①口径13㎜と20㎜の基本
料金を、第１段階で現在
の中里地域の基本料金で
ある1,300円に引き下げ

②口径が25㎜以上の基本料
金を、３％から10％第１
段階で引き下げ

③従量料金は４円・２％の
引き下げ（各段階では２
円・１％ずつ引き下げ）

第１段階 平成23年11月1日

第２段階 平成25年11月1日

中里地域

　十日町・川西・松代・
松之山地域の引き下げ後
の料金に統一するため全
体で約33％の引き上げ

（第１段階で17％、第２
段階で16％の引き上げ）

①口径25㎜以上の基本料金
を、十日町、川西・松代・
松之山地域の引き下げ後
の基本料金に第１段階で
統一

②従量料金は十日町・川西・
松代・松之山地域の引き
下げ後の従量料金との差
額65円を２分の１ずつ各
段階において引き上げ

第１段階 平成23年11月1日

第２段階 平成25年11月1日

【水道料金改定の概要】

料金の別 口径
現在

（Ｈ23.10.31まで）
第１段階（Ｈ23.11.1使用分から） 第２段階（Ｈ25.11.1使用分から）

現行料金 改定料金 改定額（％） 改定料金 改定額（％）

基本料金

13㎜ 1,510円 1,410円 ▲100円 （▲6.6） 1,300円 ▲110円 （▲7.8）
20㎜ 2,000円 1,650円 ▲350円 （▲17.5） 1,300円 ▲350円 （▲21.2）
25㎜ 2,010円 1,810円 ▲200円 （▲10.0） 1,810円

0円 （0）

30㎜ 2,200円 2,130円 ▲70円 (▲3.2） 2,130円
40㎜ 3,530円 3,420円 ▲110円 （▲3.1） 3,420円
50㎜ 5,970円 5,790円 ▲180円 （▲3.0） 5,790円
75㎜ 11,620円 11,270円 ▲350円 （▲3.0） 11,270円

100㎜ 16,620円 16,120円 ▲500円 （▲3.0） 16,120円

従量料金

13㎜ 11㎥から１㎥に
つき199円

11㎥から１㎥に
つき197円

▲2円 （▲1.0）

11㎥から１㎥に
つき195円

▲2円 （▲1.0）

20㎜
25㎜

１㎥につき
199円

１㎥につき
197円

１㎥につき
195円

30㎜
40㎜
50㎜
75㎜

100㎜

【地域別、改定段階別の水道料金改定の内容】
〈十日町・川西・松代・松之山地域〉 （税抜き）

料金の別 口径
現在

（Ｈ23.10.31まで）
第１段階（Ｈ23.11.1使用分から） 第２段階（Ｈ25.11.1使用分から）

現行料金 改定料金 改定額（％） 改定料金 改定額（％）

基本料金

13㎜

1,300円

1,300円 0円 （0） 1,300円

0円 （0）

20㎜
25㎜ 1,810円 510円 （39.2） 1,810円
30㎜ 2,130円 830円 (63.8） 2,130円
40㎜ 3,420円 2,120円 （163.1） 3,420円
50㎜ 5,790円 4,490円 （345.4） 5,790円
75㎜ 11,270円 9,970円 （766.9） 11,270円

100㎜ 16,120円 14,820円（1,140.0） 16,120円

従量料金

13㎜

11㎥から１㎥に
つき130円

11㎥から１㎥に
つき162円

32円 （24.6）

11㎥から１㎥に
つき195円

33円 （20.4）

20㎜
25㎜

１㎥につき
162円

１㎥につき
195円

30㎜
40㎜
50㎜
75㎜

100㎜

〈中里地域〉 （税抜き）

平成23年10月 11月 12月 平成24年１月 ２月

11／１

10月使用分の
請求（旧料金） 11月使用分の

請求（新料金）

12月使用分の
請求（新料金）

11月使用分の
請求（新料金）

10月、11月の
使用量を検針

11月、12月の
使用量を検針

奇
数
月
検
針

偶
数
月
検
針

【新しい水道料金は、平成23年11月１日以降の使用分から適用します】

※中里地域では口径が75㎜以上の加入者はいません

※検針は２か月に１度行うため、世

帯・事業所によって奇数月検針と

偶数月検針の場合があります

※奇数月検針の地域は、十日町の上

水道の一部地域と中里、松代及び

松之山の全域です

※偶数月検針の地域は、十日町の上

水道の一部地域と十日町の簡水全

域及び川西の全域です
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５
月
25
日
号
の
市
報
で
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
は
旧
十
日
町
市

で
策
定
し
た
基
本
計
画
に
よ
り
、
中
心

市
街
地
活
性
化
の
た
め
の
各
種
事
業
を

十
日
町
商
工
会
議
所
や
各
団
体
と
と
も

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
中
越
大
震
災
後
に
お
け
る

中
心
市
街
地
の
空
洞
化
や
空
き
ビ
ル
の

増
加
、
さ
ら
に
高
齢
化
の
進
展
に
伴
う

交
通
弱
者
の
増
加
な
ど
が
顕
著
と
な
っ

て
き
ま
し
た
。
一
方
、
平
成
17
年
の
市

町
村
合
併
で
、
観
光
や
農
業
な
ど
市
内

の
地
域
資
源
や
産
業
資
源
が
豊
富
と
な

り
、
そ
の
活
用
や
情
報
発
信
が
可
能
に

な
る
な
ど
、
中
心
市
街
地
の
お
か
れ
る

状
況
や
役
割
が
大
き
く
変
化
し
て
き
ま

し
た
。

　
今
回
の
基
本
計
画
の
策
定
は
、
こ
れ

ら
の
中
心
市
街
地
の
状
況
変
化
へ
の
対

応
や
豊
富
な
資
源
の
活
用
を
図
る
た

め
、
新
市
に
お
け
る
中
心
市
街
地
の
役

割
を
あ
ら
た
め
て
位
置
付
け
、
活
性
化

の
た
め
の
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
基
本
計
画
の
策
定
に
向
け
て
、
こ
れ

ま
で
中
心
市
街
地
の
現
状
を
分
析
す
る

と
と
も
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見

や
提
案
を
出
し
て
も
ら
う
機
会
と
し

て
、
市
民
ワ
ー
キ
ン
グ
の
開
催
や
若
手

市
職
員
の
作
業
部
会
で
の
検
討
、
庁
内

の
関
係
各
課
と
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
第
１
次
骨
子
で
は
、
こ
れ
ら
の
議
論

の
中
で
出
さ
れ
た
中
心
市
街
地
の
課
題

を
整
理
し
、
中
心
市
街
地
に
に
ぎ
わ
い

を
取
り
戻
す
た
め
の
「
基
本
理
念
」「
基

本
方
針
」
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
、
市
が
現
時
点
で
関
わ
る

こ
と
が
確
実
な
事
業
の
ほ
か
、
市
民
ワ

ー
キ
ン
グ
や
市
職
員
作
業
部
会
で
提
案

さ
れ
た
ハ
ー
ド
事
業
・
ソ
フ
ト
事
業
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
団
体
や
商
工
業
者
、
各

種
事
業
者
な
ど
の
皆
さ
ん
か
ら
事
業
実

施
の
提
案
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
国
や

県
、
市
な
ど
の
助
成
制
度
の
活
用
・
検

討
を
行
い
、
５
年
以
内
で
の
実
行
可
能

性
が
高
い
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
中
心

市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
に
盛
り
込
み

事
業
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
市
民
一
人
ひ
と
り
が
取
り
組
み
に
関

心
を
持
ち
、
か
つ
実
行
に
移
す
こ
と
が

「
新
た
な
に
ぎ
わ
い
」
に
満
ち
た
「
魅

力
あ
る
」
ま
ち
の
創
造
の
原
動
力
に
な

り
ま
す
。

　
今
後
も
将
来
の
に
ぎ
わ
い
を
夢
見

て
い
っ
し
ょ
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

し
ょ
う
。

　
今
回
、
第
１
次
骨
子
を
広
く
お
知
ら

せ
す
る
こ
と
で
、
市
民
団
体
や
商
工
業

者
、
各
種
事
業
者
な
ど
の
皆
さ
ん
が
主

体
と
な
り
、
中
心
市
街
地
活
性
化
の
各

種
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
も
ら

え
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　市では平成22年12月から中心市街地活性化基本計画の策定に取り組んでいて、このたび第１次骨

子が完成しました。この骨子を広く市民の皆さんにお知らせすることで、市民団体や商工業者、各種

事業者などの皆さんが主体となり活性化の取り組みが積極的に行われることを期待しています。

十日町市中心市街地活性化基本計画
第1次骨子を策定しました

市
全
体
の
活
力
を

 
 
 
維
持
す
る
た
め
に

基
本
計
画
第
１
次
骨
子
の
内
容

﹁
魅
力
あ
る
﹂
ま
ち
の

 
 
 
 
 
創
造
に
向
け
て

「新たなにぎわい」に満ちた
「魅力ある」まちの創造
～“安心・快適・ときめき”のまちの形成に向けて～

中心市街地活性化の基本理念

中心市街地活性化の基本方針

基本方針１

“とおかまち”の産業・
文化の継承・創造と発信

基本方針２

安心して快適に暮らせる
中心市街地づくり

基本方針３

市民活動の推進による
交流とにぎわいの創出

【第１次骨子で提案されている事業】

○多目的利用・活動等拠点施設整備事業　　　○十日町市民文化ホール整備事業

○健康福祉関連施設整備事業　　　　　　　　○市街地住宅建設事業

○女性による街なかプロデュース事業　　　　○十日町体感施設整備事業

○商店街空き店舗等活用事業　　　　　　　　○地域行事などの年間プログラム化

○和の体感空間拠点整備事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

■問合せ：産業観光企画課産業観光企画係　☎757-3691

※詳細については市ホームページ、または市役所などに配置の資料をご覧ください

　中心市街地は市町村合併後の新市における中心であり、新市の“顔”としての役割を担う

場です。都市機能や商業集積だけでなく、市全体の伝統的・中心的な産業や生活文化と、今

後の産業として注目される観光や農商工連携による取り組みなどを市内外へ発信する拠点と

なる場所とします。

①“とおかまち”の数ある魅力の情報発信拠点

　中心市街地はこれからの市の担い手となる若い世代や、今までの風土・文化の育成に貢献

してきた高齢者が安心して暮らせるまちづくりを推進するため、子育てしやすい環境や居住

環境の整備、商業機能の充実を図ります。

　また、市民のさまざまな活動が実施しやすい環境を整備し、子どもからお年寄りまで市民

がいつでも気軽に集い、元気に活動できる「よりどころ」となる場所とします。

②“とおかまち”の生活環境・市民活動の充実
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し
、
市
内
事
業
所
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の

機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。
市
報
で
も
毎

月
1
回
、
頑
張
っ
て
い
る
市
内
事
業
所

の
取
り
組
み
内
容
な
ど
を
紹
介
し
、
そ

の
魅
力
を
情
報
発
信
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
企
業
誘
致
活
動
を
進
め
る
と

と
も
に
、
市
内
の
元
気
の
あ
る
企
業
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
引
き
続
き
若
者
な

ど
の
雇
用
の
場
の
増
大
に
努
め
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
行
政
改
革
は
、
特
に
市

民
、
民
間
目
線
で
の
思
い
切
っ
た
取
り

組
み
が
重
要
で
す
。
十
日
町
市
は
、
類

似
し
た
他
市
に
比
べ
て
職
員
数
が
多
い

の
で
、
で
き
る
だ
け
早
く
当
市
に
見
合

っ
た
職
員
数
に
す
る
た
め
、
定
員
の
適

正
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
は
、
い
か
に
職
員
の
や
る
気
を
引
き

出
し
て
い
く
か
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま

す
の
で
、
職
員
の
意
識
改
革
を
図
り
、

市
民
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
人
材
を
育

成
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
住

み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
市
民
の

皆
さ
ん
と
同
じ
目
線
に
立
っ
て
、
市
民

の
た
め
の
改
革
と
し
て
大
胆
か
つ
強
力

に
行
政
改
革
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
現
在
、
各
地
区
担
当
の
保
健
師
に
よ

る
訪
問
相
談
、
教
育
委
員
会
に
よ
る
就

学
相
談
な
ど
、
関
係
す
る
課
と
機
関
が

連
携
し
な
が
ら
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
相
談
窓
口
や
手
続
き
、
具

体
的
支
援
の
不
明
確
さ
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
関
係
す
る
課

と
機
関
が
一
層
の
連
携
強
化
を
進
め
る

と
と
も
に
、
平
成
25
年
4
月
に
開
設
を

予
定
し
て
い
る
十
日
町
市
立
の
「
十
日

町
特
別
支
援
学
校
（
仮
称
）」
に
療
育

と
教
育
の
セ
ン
タ
ー
的
機
能
を
持
た

せ
、
特
別
支
援
に
関
わ
る
総
合
的
な
対

応
の
向
上
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
今
後

も
障
が
い
や
就
学
に
か
か
わ
る
相
談･

支
援
体
制
の
整
備
を
図
り
、
お
子
さ
ん

や
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
寄
り
添
う
適
切

な
支
援
に
努
め
ま
す
。

　
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
に
は
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
森
林
資

源
を
活
用
し
た
ペ
レ
ッ
ト
燃
料
の
普
及

を
進
め
、
そ
こ
か
ら
削
減
す
る
見
込
み

の
Ｃ
Ｏ
２
を
、
ソ
ニ
ー
と
国
内
ク
レ
ジ

ッ
ト
制
度
を
活
用
し
て
排
出
量
の
取
り

　
市
で
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
声
を

市
政
に
生
か
す
た
め
、「
市
長
へ
の
便

り
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
昨
年
９
月

か
ら
今
年
の
８
月
末
日
ま
で
市
報
へ
３

回
折
り
込
み
、
１
８
９
通
の
便
り
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
い
く
つ

　
　
か
を
紹
介
し
ま
す
。
市
長
へ
の
便

　
　
　
　
り
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

　
　
　
　
　
　
　
掲
載
し
て
い
ま
す
。

引
き
を
契
約
し
ま
し
た
。
ま
た
、
太
陽

光
発
電
に
対
し
て
の
市
単
独
補
助
制
度

の
設
置
、
松
之
山
温
泉
で
の
高
地
熱
バ

イ
ナ
リ
ー
発
電
実
証
試
験
な
ど
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
先
生
た
ち
の
忙
し
さ
の
解
消
は
大
き

な
課
題
で
す
。
現
在
、
市
教
育
委
員
会

で
は
、
一
人
1
台
パ
ソ
コ
ン
を
配
置

し
、
学
校
の
事
務
的
な
仕
事
が
簡
単
に

で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
ま
す
。
こ
の

こ
と
に
よ
り
、
少
し
で
も
先
生
た
ち
が

子
ど
も
た
ち
と
向
き
合
え
る
時
間
を
生

み
だ
す
こ
と
が
で
き
る
と
期
待
し
て
い

ま
す
。

　
小
中
一
貫
教
育
も
、
ス
タ
ー
ト
時
は

さ
ま
ざ
ま
な
打
ち
合
わ
せ
や
事
業
な
ど

で
忙
し
く
な
り
ま
す
。
子
ど
も
と
向
き

合
い
、
子
ど
も
を
見
つ
め
、
9
年
間
の

育
ち
を
大
切
に
し
て
育
む
こ
と
に
よ

り
、
不
登
校
児
童
生
徒
の
減
少
や
い
じ

め
の
解
消
な
ど
の
効
果
が
期
待
で
き
ま

す
。
す
ぐ
に
そ
の
効
果
は
現
れ
な
い
で

し
ょ
う
が
、
取
り
組
み
が
進
ん
で
く
る

と
、
多
忙
化
を
軽
減
で
き
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
各
中
学
校
区
に
1
人

ず
つ
の
教
育
助
手
（
教
員
免
許
を
所
有

し
て
い
る
市
の
臨
時
職
員
）を
配
置
し
、

市
政
に
あ
な
た
の
声
が
届
き
ま
す

市
長
へ
の
便
り
を
お
寄
せ
く
だ
さ
いＱ

ど
の
年
代
か
ら
の
便
り
が
多
い
の
？

　
平
成
22
年
度
便
り
の
年
齢
別
数

　
　
　
　
　
　
　
※
未
記
入
・
不
明
を
除
く

Qどんな便りが多いの？

平成22年度便りの分野別数ベスト10

市
政
に
生
か
す
た
め
、「
市
長
へ
の
便

り
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
昨
年
９
月

か
ら
今
年
の
８
月
末
日
ま
で
市
報
へ
３

回
折
り
込
み
、
１
８
９
通
の
便
り
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
い
く
つ

　
　
か
を
紹
介
し
ま
す
。
市
長
へ
の
便

　
　
　
　
り
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

　
　
　
　
　
　
　
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ

企
画
政
策
課
広
報
広
聴
係

　
☎
７
５
７
―
３
１
１
２

小
中
一
貫
教
育
へ
の
取
り
組
み
に

あ
た
り
、
市
か
ら
先
生
た
ち
へ
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
。

柏
崎
に
あ
る
原
発
の
非
常
時
の
対
応

方
法
を
市
民
に
知
ら
せ
て
ほ
し
い
。

市
職
員
に
つ
い
て
、
民
間
企
業
同

様
に
や
る
気
が
あ
れ
ば
人
数
が
少

な
く
と
も
知
恵
が
生
ま
れ
、
前
に

進
め
る
と
思
う
。

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
へ
の
支
援
・

相
談
窓
口
を
充
実
さ
せ
て
ほ
し
い
。

原
子
力
の
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
問
題

が
あ
り
ま
す
が
、
市
と
し
て
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を
願
い
た
い
。
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■ 人数

　
市
で
は
、
国
の
指
針
に
よ
り
災
害
に

対
す
る
計
画
を
作
成
し
て
お
り
、
今
ま

で
原
子
力
災
害
に
対
す
る
防
災
計
画
は

作
成
す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
今
回
の
原
発
事
故
の
状

況
を
踏
ま
え
、
国
や
県
で
は
、
原
子
力

に
対
す
る
安
全
対
策
な
ど
を
見
直
す
検

討
を
進
め
て
お
り
、
当
市
と
し
て
も
、

新
た
な
国
や
県
の
安
全
基
準
や
指
針
な

ど
を
参
考
に
作
成
し
て
い
く
考
え
で

す
。
当
然
こ
の
防
災
計
画
の
中
に
、
事

故
が
起
こ
っ
た
場
合
に
備
え
る
マ
ニ
ュ

ア
ル
や
避
難
の
計
画
な
ど
を
盛
り
込
む

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
放
射

能
は
目
に
見
え
な
い
も
の
で
不
安
も
大

き
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
し
っ
か
り
対

応
し
て
い
き
ま
す
。

　
市
で
は
地
域
産
業
の
振
興
と
若
者
を

は
じ
め
と
し
た
雇
用
機
会
の
増
大
を
図

る
た
め
、
雇
用
増
加
が
伴
う
企
業
の
新

設
や
増
設
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
し

て
い
ま
す
。
平
成
23
年
度
か
ら
は
、
支

援
制
度
の
要
件
を
緩
和
し
、
更
な
る
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
を
進
め
て
い
ま
す
。
平
成

21
年
度
は
５
つ
の
事
業
所
が
奨
励
企
業

の
指
定
を
受
け
、
そ
の
結
果
と
し
て
64

人
の
雇
用
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し

て
、
市
内
の
高
校
出
身
で
大
学
生
（
就

職
希
望
者
）
な
ど
を
対
象
と
し
た
「
就

職
フ
ェ
ア
」
を
ク
ロ
ス
10
で
毎
年
開
催

若
者
が
夢
を
持
っ
て
帰
れ
る
よ
う

積
極
的
に
企
業
誘
致
し
て
ほ
し
い
。
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27

18

15

15

13

11

11

11

10

10

10 15 20 25 30

0 5 10 15 20 25 30

■ 件数■ 件数

【その他の分野】

健康支援、市役所施設、財政・税務、

産業振興、生涯学習、環境衛生、自治・

まちづくり、農業振興、生活保護、広報、

住宅、公共施設、町並み・景観　など

　「
市
長
へ
の
便
り
」
と
し
て
い

た
だ
い
た
手
紙
は
、市
長
が
読
み
、

担
当
部
署
に
確
認
・
指
示
し
な
が

ら
返
事
を
書
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の

思
い
に
き
ち
ん
と
答
え
る
た
め
、

便
り
を
出
す
際
に
は
次
の
こ
と
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
市
の
発
展
の
た
め
の
ご
意
見
・

ご
提
案
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　
⋮
誹ひ

謗ぼ
う

・
中
傷
の
内
容
に
対
し

て
は
回
答
で
き
ま
せ
ん
。ま
た
、

事
務
内
容
な
ど
の
単
純
な
問
い

合
わ
せ
は
、
直
接
担
当
課
ま
で

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

②
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
・
年
齢

を
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
⋮
記
入
が
な
い
場
合
は
、
お
返

事
で
き
ま
せ
ん
。

　
便
り
は
電
子
メ
ー
ル
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。k

o
h
o
@

city
.

to
k
a
m

a
ch

i.lg
.jp

便
り
を
出
す
際
の
注
意

※
「
十
日
町
特
別
支
援
学
校
」
に
併
設

し「
十
日
町
市
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
」

が
開
設
。
乳
幼
児
期
か
ら
の
相
談
・

支
援
が
受
け
ら
れ
る
体
制
の
充
実
を

図
り
ま
す

授
業
や
交
流
活
動
を
支
援
す
る
な
ど
、

今
後
も
体
制
を
整
備
し
て
支
援
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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区分 所在・地番（行政区） 価　格

住宅地 春日86番（春日町１） 39,500円/㎡

住宅地 南新田町２丁目４番15（南新田町２）29,800円/㎡

住宅地 馬場丁1209番６外（土市２）19,700円/㎡

住宅地 中仙田甲841番３外（中仙田） 3,990円/㎡

住宅地 水口沢176番（田中町） 15,400円/㎡

住宅地 仁田2288番（仁田） 9,600円/㎡

住宅地 本屋敷字下村丁1369番１（本屋敷） 3,650円/㎡

住宅地 松代字宮沢入3208番２（松代） 8,600円/㎡

住宅地 蒲生字赤根2055番１外（蒲生） 4,800円/㎡

住宅地 松之山字前田1214番25（松之山） 7,450円/㎡

住宅地 浦田字湯田2967番１（湯之島） 1,700円/㎡

商業地 字上原子164番４（高田町１）46,800円/㎡

商業地 上山字向田己1592番１外（上山）25,400円/㎡

商業地 松代字上ノ山下3290番１外（松代）11,900円/㎡

準工地 字中割目寅甲406番14（西本町１）43,000円/㎡

準工地 字下平寅乙376番８外（下島）51,800円/㎡

林地 姿甲2359番外（姿１・２） 75,000円/10a

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
り

引
き
に
は
届
出
が
必
要
で
す

　
国
土
利
用
計
画
法
で
は
、
国
土
の
適

正
か
つ
合
理
的
な
土
地
利
用
を
確
保
す

る
た
め
、
法
定
面
積
以
上
の
土
地
取
り

引
き
を
行
っ
た
場
合
、
土
地
の
所
在
す

る
市
町
村
を
通
じ
て
都
道
府
県
知
事
に

届
出
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

■
届
出
義
務
者

：

権
利
取
得
者
（
売
買

　
で
あ
れ
ば
買
主
）

■
届
出
期
限

：

契
約
締
結
日
（
予
約
を

　
含
む
）
か
ら
２
週
間
以
内

■
届
出
事
項

：

①
土
地
売
買
な
ど
の
当

　
事
者
名
②
土
地
の
所
在
③
利
用
目
的

　
④
対
価
　
な
ど

■
法
定
面
積

：

①
市
街
化
区
域
２
、
０

　
０
０
㎡
以
上
②
①
を
除
く
都
市
計
画

　
区
域
５
、
０
０
０
㎡
以
上
③
都
市
計

　
画
区
域
外
１
０
、
０
０
０
㎡
以
上

　
地
価
調
査
は
適
正
な
土
地
価
格
を
公

表
し
、
土
地
売
買
の
目
安
に
し
よ
う
と

い
う
も
の
で
す
。
市
内
基
準
地
の
地
価

調
査
価
格
は
次
の
と
お
り
で
す
。
調
査

価
格
な
ど
の
関
係
書
類
は
都
市
計
画
課

で
閲
覧
で
き
ま
す
。

※
個
々
の
取
り
引
き
面
積
は
小
さ
く
て
も
、
土

地
の
総
面
積
が
右
記
の
面
積
以
上
に
な
る
場

合
に
は
、
届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

期
限
内
に
届
出
を
し
な
か
っ
た
り
、
偽
り
の

届
出
を
し
た
り
す
る
と
、
法
律
に
よ
り
罰
せ

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

23
年
度
新
潟
県
地
価
調
査
結
果

10
月
は
「
土
地
月
間
」
■
問
合
せ

都
市
計
画
課
都
市
計
画
係

　
☎
７
５
７
―
９
９
３
７

　長野県北部地震及び新潟・福島豪雨で被災した住宅

の復興を支援するため、復興に必要な資金の借り入れ

に係る利子の一部を補給します。10月20日㈭から受

付を開始します。

■対象者

　　市税を完納している被災者で、市内に自ら居住を

するための住宅を建設、購入または補修する人

■対象資金

　　平成25年３月31日までに、住宅金融支援機構ま

たは金融機関から貸し付けを受けた資金のうち住宅

の建設・購入の場合は100万円から1,100万円まで、

補修の場合は100万円から590万円までが対象。

■利子補給率・期間：年1.0％、５年間

■手続き

　　借り入れ契約日から１か月以内に申請してくださ

い。以降、毎年の補給金交付申請が必要です。

■問合せ　

　都市計画課建築住宅係　☎757-9935

災害被災者住宅復興資金貸付金の
利子補給を行います

防災用品の購入を補助します
　自主防災組織が購入する防災用品の費用を

補助します。このたびの豪雨災害などで不足

した土のう袋や防水シートも対象になります

ので活用してください。

■補助対象

　　平成23年９月１日以降に購入した土の

う袋、防水シート、ヘルメット、発電機、

投光器、ハンドマイク、テント、ＡＥＤバ

ッテリーなどの防災用品、備蓄用飲食料

■補助額

　　購入した防災用品経費の４分の３以内で

　補助限度額75,000円

■申請期限

　　平成24年３月30日

　㈮まで

※複数の防災会に所属

　する集落は重複して

　申請できません

■問合せ：防災安全課　☎757-3197

■
日
時
・
会
場

◎
新
潟
予
選

：

10
月
22
日
㈯
ク
ロ
ス
10

◎
東
京
予
選

：

10
月
29
日
㈯
田
中
田
村

町
ビ
ル
（
東
京
都
港
区
新
橋
）

◎
本
選
会

：

12
月
17
日
㈯
千
手
中
央
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
※
時
間
は
、

い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
５
時
30
分

■
出
場
プ
ラ
ン
名
（
所
属
大
学
）

◎
新
潟
予
選

①
「
ワ
イ
ド
版 

十
日
町 

夏
雪
祭
り
計

画
」（
長
岡
大
学
）
②
「
着
物
ド
レ
ス

の
販
売
・
リ
メ
イ
ク
サ
ー
ビ
ス
事
業
」

（
長
岡
大
学
）
③
「
長
期
熟
成
酒
で
十

日
町
を
P
R
」（
長
岡
技
術
科
学
大
学
）

④
「
か
ま
く
ら
ホ
テ
ル
」（
長
岡
技
術

科
学
大
学
）
⑤
「
十
日
町
で
健
康
美
人

に
!!
」（
新
潟
大
学
）
⑥
「
十
日
町
美

人
林
ロ
ケ
フ
ォ
ト
ツ
ア
ー
」（
新
潟
大

学
）
⑦
「
あ
な
た
を
輝
か
す
町 

十
日
町
」

（
新
潟
産
業
大
学
）⑧「
羊
で
町
お
こ
し
」

（
新
潟
産
業
大
学
）

　
県
内
外
の
大
学
生
が
「
と
お
か
ま
ち
の
地
域
資
源
を
生
か
し
た
新
ビ
ジ
ネ
ス
」
を
テ

ー
マ
に
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
競
い
合
う
、第
２
回
十
日
町
市
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト『
ト

オ
コ
ン
ｓ
ｅ
ａ
ｓ
ｏ
ｎ
２
』
が
始
ま
り
ま
す
。
予
選
会
・
本
選
会
と
も
に
無
料
公
開
さ

れ
、
ど
な
た
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
大
学
生
か
ら
見
た
十
日
町
市
の
可
能
性
や
姿
を

直
接
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
の
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
『
ト
オ
コ
ン
』
始
ま
り
ま
す
！

◎
東
京
予
選

①
「
十
人
十
味
☆
と
お
か
ま
ち
」（
京

都
産
業
大
学
）
②
「
美
人
林
で
妻
お
こ

し
」（
京
都
産
業
大
学
）
③
「
き
も
の

N
A

V
I

＋
」（
慶
應
義
塾
大
学
）
④
「
き

も
の
産
業
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
成

城
大
学
）
⑤
「
ト
オ
コ
レ
」（
法
政
大
学
）

⑥「
土
器
土
器
！
そ
ば
作
り
林
間
学
校
」

（
立
教
大
学
）
⑦
「C

o
n
n
e
ct1

0

」（
早

稲
田
大
学
）

　
各
予
選
会
の
上
位
３
チ
ー
ム
ず
つ
の

計
６
チ
ー
ム
が
12
月
の
本
選
会
に
進
出

し
ま
す
。
本
選
会
で
は
最
優
秀
賞
を
目

指
し
た
熱
い
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が

展
開
さ
れ
ま
す
。

■
問
合
せ

：

産
業
振
興
課
雇
用
開
発
係

　
☎
７
５
７
―
３
１
３
９

　
詳
し
く
は
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　（http://w
w

w
.toocon.jp/

）

【
従
来
か
ら
の
特
定
非
営
利
活
動
促
進

法
で
指
定
し
て
い
る
N
P
O
法
人
の
活

動
分
野
】

①
保
健
、
医
療
ま
た
は
福
祉
の
増
進
を

図
る
活
動
　
　

②
社
会
教
育
の
推
進
を
図
る
活
動

③
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
図
る
活
動

④
学
術
、
文
化
、
芸
術
ま
た
は
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
を
図
る
活
動

⑤
環
境
の
保
全
を
図
る
活
動
　
　

⑥
災
害
救
援
活
動
　
　

⑦
地
域
安
全
活
動

⑧
人
権
の
擁
護
ま
た
は
平
和
の
推
進
を

Ｎ
Ｐ
Ｏ
設
立
に
３
つ
の
分
野
が
追
加

図
る
活
動
　
　

⑨
国
際
協
力
の
活
動

⑩
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
の
促
進

を
図
る
活
動
　
　

⑪
子
ど
も
の
健
全
育
成
を
図
る
活
動

⑫
情
報
化
社
会
の
発
展
を
図
る
活
動

⑬
科
学
技
術
の
振
興
を
図
る
活
動
　
　

⑭
経
済
活
動
の
活
性
化
を
図
る
活
動

⑮
職
業
能
力
の
開
発
ま
た
は
雇
用
機
会

の
拡
充
を
支
援
す
る
活
動

⑯
消
費
者
の
保
護
を
図
る
活
動

⑰
①
～
⑯
に
掲
げ
る
活
動
を
行
う
団
体

の
運
営
ま
た
は
活
動
に
関
す
る
連

絡
、
助
言
ま
た
は
援
助
の
活
動

■
問
合
せ

：

企
画
政
策
課
協
働
推
進
係

　
☎
７
５
７
―
３
６
９
３

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
設
立
す
る
た
め
に
は
、
活
動
の
主
た
る
目
的
が
特
定
非
営
利
活
動

促
進
法
で
指
定
さ
れ
て
い
る
活
動
分
野
に
１
つ
以
上
当
て
は
ま
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
今
回
、
そ
の
法
律
が
改
正
さ
れ
、
新
た
に
３
つ
の
活
動
分
野
が
加
わ
り
ま
し
た
。

新
た
に
追
加
に
な
っ
た
分
野
で
活
動
を
し
て
い
る
皆
さ
ん
も
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
設
立

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

【
新
た
に
追
加
さ
れ
た
活
動
分
野
】

◎
観
光
の
振
興
を
図
る
活
動

◎
農
村
漁
村
ま
た
は
中
山
間
地
域

の
振
興
を
図
る
活
動

◎
左
記
の
①
～
⑰
及
び
新
た
に
追

加
さ
れ
た
も
の
に
準
ず
る
活
動

で
、
都
道
府
県
ま
た
は
指
定
都

市
の
条
例
で
定
め
る
活
動
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とおか
まち市民活動見本市とおか
まち市民活動見本市とととととおおおお

めつか つ

とととととおおおお
見見見見本本本本本本本見本本本見本本本本本市市市市本市本本本市本市本市本本本市本本市本本本本

2011

右の安全を確認し、近づいて

くる車が見えたら無理に渡ら

ず、通り過ぎるのを待つよう

にしましょう。

　秋から冬にかけては日ごと

に日没が早まり、夕暮れ時は

車と歩行者や自転車が互いに

見えにくくなります。ドライ

バーの皆さんは、早めのライト点灯とライト

上向き（ハイビーム）の適切な使用により、

歩行者などの早期発見に努め、交通事故を防

止しましょう。また、高齢歩行者などを見つ

けたら速度を落とすなど、やさしさと思いや

りのある運転を心がけましょう。

●問合せ：防災安全課交通防犯係

　　　　　☎757-3197

高齢者の事故防止

９月の十日町警察署管内の交通事故

◆発生件数：30件

◆死 者 数：１人

◆傷 者 数：36人

No.14　魚沼産コシヒカリ 黄金色の稲がたわわに実り、今年もおいしい新米が収穫されてい
ます。有機米、棚田米、雪室米などトップブランドの美味十色です。

新潟県交通安全
マスコット
ルルちゃん

　県内の人口のうち、高齢者（65歳以上）

の占める割合は約26％ですが、県内の交通

事故による死者数に占める高齢者の割合は７

年連続で半数を超えていて、高齢者が交通事

故で死亡する確率が高くなっています。

　高齢者の交通事故の特徴として、「夕暮れ

時から夜間にかけて、自宅近くで、道路横断

中」に多く発生していることが挙げられます。

　夜間に外出する時は、明るい服装をすると

ともに反射材を身につけ、自分の存在を周囲

に知らせるようにし、また、道路を横断する

時は自宅近くの通り慣れた道でもしっかり左

　とおかまち市民活動見本市めっかめっかは、市

内の市民活動団体やNPOが一堂に会し、日ごろ

の活動を広くＰＲする場として開催されます。参

加団体によるステージ発表や体験コーナー、飲食

販売やフリーマーケットなど、楽しい催し物がめ

じろ押しの見本市です。ぜひおいでください。

◎主催：とおかまち市民活動見本市めっかめっか　

　　　　実行委員会

◎運営・企画：市民活動ネットワークひとサポ

■問合せ：企画政策課協働推進係　☎757-3693

中里ショッピングセンター・
ユーモール10月16日㈰ 午前10時～午後４時日時 会場

体験コーナー フリーマーケット・飲食販売

パネル展示

DVD上映 かわにし夢きゃらばん

団　体 内　容

とおかまち♡
　　　いやし隊

リラクゼーショ
ンしましょ♡

芋川遊志の会／
十日町ディスク
ゴルフCLUB

ディスク
ゴルフ体験

やっぱり
　　着物だね

和布のアクセ
サリーづくり

プラネタリウム
運営委員会

プラネタリウ
ム上映

中里中心地域活性
化委員会（仮称）

子どもの広場

パソコンホーム
オリジナルグ
ッズ作成（ス
トラップなど）

NPO 法人なかまたち、川西商工会

青年部、中里商工会青年部、母の味

「山賀食堂」、いきいき三ヶ村

地域おこし協力隊、アートネットか

わにし、スノーボランティア夢雪隊、

上野絆
きずな

プロジェクト実行委員会、市

民活動ネットワークひとサポ

　当日は、同会場で「中里街道

ときめき市（フリーマーケッ

ト）」も開催されます。併せて

お楽しみください。

※「めっかめっか」とは、“市民活動のメッカ”と

　“いいものがメッカる”の意味を込めたものです

ステージ発表
団　体 内　容

フラメンコ教室
「ソイ・ヒターナ」

フラメンコ上演

NPO法人
セーフティネット
ぼうさい

防災クロスロー
ドゲーム

　炊きたての香りと白く光る艶、かむほどに甘みとうま味が増し、冷め

てなおいっそうおいしい魚沼産コシヒカリ。その生産地十日町市では、

清涼で豊富な雪解け水、豪雪地帯特有の「朝霧」と真夏の日較差という

地の利を生かし、農家で代々受け継がれてきた米づくりの技が極上の米

を育みます。JA十日町では食味値向上のため、品質基準を定め、区分

集荷することで安定した食味・品質を確保し、十日町産コシヒカリのブ

ランド化を推進しています。

　市内小中学校の米飯給食は全て十日町産コシヒカリです。実りの秋、

新米を楽しみ、十日町産のお米を食べましょう。

〈収穫時期〉９月中旬～ 10月

〈おいしい食べ方〉

　おにぎり、寿司、丼ぶり、白米のおいしさをそのままで　など　

●問合せ：農林課農業企画係　☎757-3120

さけ太郎 たら坊うめ子

●時間：午後２時～３時30分

●講師：牛山久仁彦さん

　（明治大学政治経済学部教授）

　まちづくりのルール「自治基

本条例」を楽しく学ぶ勉強会も

開催します

自治基本条例・市民勉強会
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地元で作られたものを
地元で食べる。

その営みを拡大するために、

十日町で作られている農産物

などを紹介していきます。十日町産を食べよう！
地産地消

十日町産を食べよう！
農
家の
皆さんが

丹精
込めてつくっています。

みんなでおいで！！おいで！！

おもしろい
イベントが
いっぱい！

！



れっつ いんぐりっしゅ！

こ
の
目
立
た
な
い
草
に
関
係
が
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
。

　

私
の
通
信
上
の
恩
師
に
当
た
る
深
津

正
先
生
か
ら
謹
呈
と
い
う
形
で
贈
ら
れ

た
図
鑑
に
よ
る
と
、
こ
の
植
物
が
乾
く

と
そ
の
色
が
赤
褐
色
に
変
わ
る
と
こ
ろ

が
、
は
し
か
の
発
病
後
皮

膚
に
で
き
る
赤
い
発
疹
が

し
だ
い
に
褐
色
に
変
わ
る

の
を
連
想
さ
せ
た
の
で
は

な
い
か
と
疑
問
を
呈
し
て

い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
こ
と
で
、
つ
ら
い
稲
刈
り
前

の
作
業
と
し
て
の
あ
ぜ
の
草
な
ぎ
に
汗

を
流
し
て
い
た
の
で
し
た
。

（
文
と
カ
ッ
ト　

高
橋
八
十
八
）

　

あ
ぜ
の
草
な
ぎ
作
業
は
つ
ら
い
作
業

で
す
。
腰
は
痛
い
し
、腕
は
疲
れ
る
し
、

汗
は
流
れ
る
し
、
ア

ブ
や
ブ
ユ
も
執
よ
う

に
攻
撃
し
て
き
ま

す
。
水
分
補
給
を
怠

ら
な
い
で
作
業
し
て

い
る
と
珍
し
い
雑
草

に
出
会
い
ま
し
た
。
調
べ
て
み
る
と
ア

カ
ネ
科
の
一
年
草
で
あ
る
「
ハ
シ
カ
グ

サ
」
と
判
明
。
現
代
で
は
忘
れ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
小
児
病
の
は
し
か
と
、

　東田沢集落は20世帯ほどの小

さな集落ですが、広大な農地をい

かした米、野菜作りが盛んです。

田沢本村から坂を上って集落の民

家が始まる辺りに、桃色の花をつ

けるすいれんが一面に広がる大き

な池があります。この池のある場

所は共
とも

栄
さか

公園といいます。隣に住む村山長一郎さ

ん（82歳）はこの公園の持ち主で、すいれんが

咲く小さな池があったこの場所に人が来るように

なったことから、重機や造園師の資格などを駆使

し、自ら造園しました。また公園内の一角には、

満州開拓引揚者友の会により昭和60年に造立さ

れた慰霊碑がありま

す。村山さんは、「公

園で休むときには慰霊

碑にも参ってくれた

ら」と、年月が過ぎて

も、参拝者が訪れるこ

とを願っていました。

　９月３日㈯、４日㈰、新潟市東総合スポーツ

センターで「平成23年新潟日報　新潟県フレッ

シュ・ミニバスケットボール大会」が行われ、中

里地域と津南町の小学２年生から４年生で構成さ

れた“妻有キッズ（コーチ：村山大成さん）”が

準優勝を果たしました。同チームの皆さんは８月

の長岡地区大会決勝で南魚沼市の塩沢ミニバスク

ラブに惜しくも敗退。２位の成績で県大会に出

場しました。県大会でも順調に勝ち進みました

が、またしても決勝で塩沢ミニバスクラブと対戦。

44対42とわずか１ゴール差で敗退しましたが、

初出場の県大

会で勝ち取っ

た準優勝に喜

びいっぱいで

した。

　松代保育園

では月２回、

アメリカ出身

で松之山在住

の外国語指導

助手、キャメ

ロン・チェン

さんを招いて

の英語で遊ぶ時間が設けられています。９月28

日㈬には、年中組のみんなで椅子取りゲームをし

て遊びました。

　「Stand up（起立してください）。音楽の流れ

ている間はスキップで椅子の周りを大きく回って

くださいね。レッツゴー！」初めは大きかった園

児たちの輪も、“座るんだ”という意気込みのあ

まりしだいに小さくなり、「音楽はまだ止まって

ないですよ」と先生もいっしょに回る場面も。最

後はみんなで「Thank you!」と大きな声でキャ

メロンさんにお礼をしていました。

みんな元気にSkipしましょう！

　
会
場
の
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
流
れ
て
い

る
時
報
が
10
月
１
日
㈯
の
正
午
を
告
げ

た
瞬
間
、
48
人
の
選
手
が
一
斉
に
走
り

出
し
ま
し
た
。
24
時
間
に
わ
た
る
熱
き

戦
い
「
ロ
・
マ
ン
24　
ｉｎ
ま
つ
だ
い
」
の

始
ま
り
で
す
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
１
チ
ー
ム
10
人

以
内
の
選
手
が
決
め
ら
れ
た
区
間
内
で

た
す
き
を
リ
レ
ー
し
続
け
、
24
時
間
で

２
・
13
㎞
の
周
回
コ
ー
ス
を
ど
れ
だ
け

多
く
周
回
で
き
た
か
を
競
い
合
う
も
の

で
す
。
今
年
は
県
内
外
か
ら
48
チ
ー
ム

（
う
ち
市
内
か
ら
は
14
チ
ー
ム
）
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
９
月
25
日
㈰
、
田
沢
小
学
校
３
年
生

36
人
と
保
護
者
に
よ
る
「
交
通
安
全
マ

ス
コ
ッ
ト
配
り
」
が
、
小
学
校
前
の
国

道
１
１
７
号
沿
い
で
行
わ
れ
、
児
童
の

皆
さ
ん
手
作
り
の
マ
ス
コ
ッ
ト
と
啓
発

チ
ラ
シ
を
運
転
手
に
手
渡
し
、
交
通
安

全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
平
成
２
年
か
ら
始
ま

り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
行
事
と
し
て
定
着
。
親
子

で
交
通
安
全
に
つ
い
て
考
え
、
運
転
手

へ
の
啓
発
活
動
も
行
え
る
と
い
う
こ
と

た
す
き
が
絆き

ず
な

を
強
く
す
る
24
時
間

第
21
回 
ロ
・
マ
ン
24 
in
ま
つ
だ
い

田
沢
小
学
校
で
交
通
安
全
マ
ス
コ
ッ
ト
配
り

やったぞ！妻有キッズ！

で
、
秋
の
交
通
安
全
運
動
に
合
わ
せ
て

毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
マ
ス
コ
ッ
ト
は
一
つ
一
つ
が
手
作

り
。児
童
の
皆
さ
ん
が
、ア
ニ
メ
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
イ
ラ
ス
ト
を
描
い
た

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
板
に
、「
ス
ピ
ー
ド
を

出
し
す
ぎ
な
い
こ
と
」
な
ど
の
交
通
安

全
の
願
い
を
込
め
た
短
冊
が
く
く
り
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
児
童
の
皆
さ
ん
は
、
作
っ
た
マ
ス

コ
ッ
ト
を
「
交
通
安
全
を
お
願
い
し
ま

す
」
と
呼
び
か
け

な
が
ら
運
転
手
に

手
渡
し
。
運
転
手

は
そ
の
場
で
フ
ロ

ン
ト
ガ
ラ
ス
に
マ

ス
コ
ッ
ト
を
付

け
、
交
通
安
全
を

誓
っ
て
い
ま
し

た
。

短冊に何て書こうかな？

心のこもったマスコットに運転手さんも笑顔に

喜びのガッツポーズ

　
に
わ
か
雨

や
夜
間
の
厳

し
い
冷
え
込

み
と
い
っ
た

悪

条

件

の

中
、
参
加
し

た
48
チ
ー
ム

全
て
が
み
ご

と
に
完
走
。

初
参
加
の
安

養
寺
公
儀
団
チ
ー
ム
（
十
日
町
市
）
の

板
場
照
美
さ
ん
は
、「
選
手
の
仕
事
の

都
合
な
ど
で
少
な
い
人
数
で
た
す
き
を

リ
レ
ー
す
る
時
間
帯
も
あ
り
、
最
後
は

み
ん
な
足
を
引
き
ず
り
な
が
ら
の
完
走

で
し
た
。
来
年
は
さ
ら
に
記
録
を
伸
ば

せ
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　
今
年
の
優
勝
チ
ー
ム
は
激
走
会
（
柏

崎
市
）、
１
６
１
周
と
７
０
０
ｍ
、
走

破
距
離
３
４
３
・
６
３
㎞
で
し
た
。

懸命のたすきリレー
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ハ
シ
カ
グ
サ

80

ハシカグサ

たから
探し
たから
探し

東田沢編

歓喜のゴール！



が
ん
検
診
未
受
診
の
人
へ

街中ウォーク　目指せ地球一周40,000㎞　【９月17日現在の歩行距離34,103㎞】

◯76

健康支援課成人保健係
TEL757-9764問合せ

76

中澤　伊楓
　　　ちゃん

なかざわ　いぶきちゃん
平成22年５月12日生まれ
新座２（写真手前）

　大好きなアンパンマンをいとこの優希（ゆうき）ち
ゃんと見ているところです。お気に入りのおもちゃは
おじいちゃんに買ってもらったショベルカー！あとイル
カのぬいぐるみは寝る時も出かける時もいっしょです。

山田　結菜
　　　ちゃん

やまだ　ゆなちゃん
平成22年１月30日生まれ
中条上原

　おじいちゃんが大好きな結菜ちゃん。家族の中で
最初に呼べるようになったのも「じったん」でした。
お絵かきや本を読むのも好きだけど、最近は１人で靴
が履けるようになって、外で元気に走り回っています。

　10月29日㈯・30日㈰、災害復興支援イベントと

して「秋のフィットネスまつりin十日町（主催：ネー

ジュスポーツクラブ）」が開催されます。講師は、

厚生労働大臣より「健康大使」に任命され全国各地

で活動している中尾和子さん、テレビや雑誌などで

活躍中の除村元子さん、東北地方の代表として宮城

県から参加の永塚いづみさんなど９人のフィット

ネス業界トップの皆さんです。

　誰でも参加できる一般向け、インストラクター、

ジュニアアスリート指導者、保護者向けの講座な

ど、2日間で13講座を開設。高齢者・低体力者向け

の“肩・肘・腰の痛みを和らげる講座”、イスに座っ

たまま行う“10歳若返るかんたん健康講座”など

もあります。

　フィットネスは健康な人がやるものというイ

メージがあるかもしれませんが、高齢者や体力に

自信がない人が取り組むことで健康づくりができ

ることも魅力の一つです。東日本最大のフィットネ

スイベントに参加して、心も体も元気になりません

か。そして十日町市を、日本を元気にしましょう！

　申込み・詳細はホームページ（http://www.ec-

knt.jp/fitness/）をご覧ください。

●問合せ：ネージュスポーツクラブ　☎752-4377

頼られる、優しい消防士でありたい

2011年　秋のフィットネスまつりin十日町
〜東日本最大イベントで十日町市を元気に！〜

先月の高橋優介さんからのバトンタッチ

小宮山　希 さん
1987年生

十日町地域広域事務組合消防本部　勤務無
料
ク
ー
ポ
ン
券
で
が
ん
検
診
受
診
を

　
市
で
は
平
成
21
年
度
か
ら
、
が

ん
検
診
推
進
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
こ
の
事
業
は
特
定
の
年
齢

の
人
に
「
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ

ン
券
」「
検
診
手
帳
」
を
配
布
し

て
、
検
診
費
用
を
無
料
と
す
る
こ

と
で
、
が
ん
の
早
期
発
見
を
図
る

も
の
で
す
。

　
十
日
町
市
の
死
亡
原
因
の
第
１

位
は
が
ん
で
あ
り
、
が
ん
を
早
期

に
見
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
利
用
し
て
、

あ
な
た
の
健
康
の
た
め
に
が
ん
検

診
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

　「
子
宮
頸
が
ん
検
診
」「
乳
が
ん

検
診
」「
大
腸
が
ん
検
診
」
が
対

　
市
で
は
、
検
診
最
終
日
ま
で

随
時
申
込
み
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。（
大
腸
が
ん
検
診
は
検

便
が
必
要
な
た
め
、
11
月
11
日

㈮
ま
で
受
付
）
ま
だ
受
診
し
て

い
な
い
人
は
申
し
込
み
が
で
き

ま
す
。
職
場
や
医
療
機
関
な
ど

で
の
受
診
機
会
の
な
い
人
は
、

ぜ
ひ
市
の
検
診
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

※
検
診
に
よ
っ
て
は
集
団
検
診

が
不
適
当
な
既
往
症
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、

か
か
り
つ
け
医
で
検
診
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

　

ク
ー
ポ
ン
券
対
象
の
人
へ

象
で
す
。
子
宮
頸
が
ん
と
乳
が
ん

検
診
の
対
象
者
は
５
月
25
日
号
の

市
報
12
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま

す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
「
大
腸
が
ん
検
診
（
男
・
女
）」

の
対
象
者
も
乳
が
ん
検
診
の
対

象
年
齢
と
同
じ
40
・
45
・
50
・

55
・
60
歳
の
人
で
す
。

・
子
宮
・
乳
が
ん
検
診
対
象
者
へ

　
　
対
象
の
人
で
こ
れ
か
ら
受
診

を
希
望
す
る
人
は
連
絡
を
く
だ

さ
い
。

・
大
腸
が
ん
検
診
対
象
者
へ

　
　
10
月
中
旬
に
ク
ー
ポ
ン
券
を

送
付
し
ま
す
。
受
診
を
希
望
す

る
人
は
、
同
時
に
送
付
す
る
申

込
書
で
申
し
込
み
を
し
て
く
だ

さ
い
。

検診種類 最終検診日 対象者 受診料金

胃がん検診 11月15日㈫ 40歳以上 1,000円

大腸がん検診 11月15日㈫ 40歳以上 500円

乳がん検診 10月31日㈪ 40歳以上 1,500円

※乳がん検診は、昨年受診していない人が対象です

広
域
事
務
組
合
に
採
用
さ
れ
て
2
年
目
に
な
り

ま
す
。
消
火
や
救
助
活
動
で
は
、
一
回
一
回
の
現

場
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
自
分
た
ち
に
と
っ
て

は
数
多
く
の
現
場
の
一
つ
で
す
が
、
救
急
車
な
ど

を
呼
ん
だ
人
に
と
っ
て
は
一
生
に
一
度
あ
る
か
な

い
か
の
経
験
な
の
で
、
言
葉
遣
い
や
接
し
方
を
気

を
つ
け
て
い
ま
す
。
今
年
は
水
害
な
ど
自
然
災
害

が
続
い
た
の
で
、
し
っ
か
り
と
対
応
し
て
頼
ら
れ

る
消
防
署
で
あ
り
た
い
で
す
。
そ
し
て
「
消
防
士

さ
ん
て
や
さ
し
い
ね
」
と
市
民
の
皆
さ
ん
に
言
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

所
属
し
て
い
る
予
防
課
は
、
店
舗
な
ど
消
防
用

設
備
の
整
備
立
ち
入
り
検
査
を
し
た
後
の
処
理
な

ど
を
し
て
い
ま
す
。
予
防
の
仕
事
に
関
心
が
あ
っ

た
の
で
、
充
実
し
た
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
休
日
は
、市
内
の
地
理
調
査
に
よ
く
行
き
ま
す
。

最
近
バ
イ
ク
を
買
っ
た
の
で
、
大
学
時
代
に
過
ご

し
た
山
梨
に
行
く
の
が
楽
し
み
で
す
。
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わが家のアイドル（４歳未満の幼児）募集中！　申込み・問合せは企画政策課広報広聴係　☎757-3112まで



　９月18日㈰、快晴のもと、信越トレイルトレッキン
グ（主催：市観光協会松之山支部）が行われ、市内や東
京から11人が参加し、ガイド付きのトレッキングを楽
しみました。今回は、全長80㎞に及ぶ信越トレイルの
中でも、深坂峠から三方岳、天水山を経由して松之山口
に降りる約5.7㎞のコースを歩きました。深坂峠 では、
八海山、守門岳や遠くは佐渡ヶ島の山並みを望むことが
でき、幸運な出来事でスタート。紅葉には早かったので
すが、赤く色づき始めたナナカマドの実など初秋の森林
を楽しみました。紅葉は、10月の中旬頃から本格的に
始まり、晴天の日は、頸城平野や津南町・栄村方面の河
岸段丘を眺めることができます。終点の松之山口へ通じ
る道は、全国ブナ百選に選ばれた天水越のブナ林の中を
通り、美人林とはまた違った雰囲気を味わえます。

　鉢にある絵本と木の実の美術館で、「ふしぎの国の天才たち」
展が開かれました。去年パリで行われた「アール・ブリュット・
ジャポネ展」に出品された４人の作家の作品が、田島征三さんの
作品といっしょに展示。迫力ある空間に圧倒されます。併せて、
絵本のお話や読み聞かせ、「まひるのほし」の映画会も企画され
て、充実した内容になりました。「ふしぎの国の天才たち」を映
像化したのは、「阿賀に生きる」を撮った佐藤真さんと、田島さん。
上映の前には、田島さんたちのなごやかトークもあり、東京や長
岡からも参加者があって、盛り上がりました。（市民リポーター：
門脇洋子さん）

　第８回きものの街のキルト展が、９月17日㈯〜10月２日
㈰に開催されました。キルト展は、初日から多くのキルトファ
ンが訪れ、コンテスト会場や中心商店街は大変なにぎわいで
した。私が参加している観光ガイドの会ではキナーレの和布
部門コンテスト会場で案内の係を担当しましたが、作品の前
で驚きの声やため息も聞こえキルトファンを魅了していまし
た。今回コンテスト審査員として初参加の松代在住のカール・
ベンクスさんもキルトを絶賛。松代商店街にある古民家を再
生したベンクスハウスにも作品が展示されました。（市民リ
ポーター：樋口道子さん、金子又市さん）

　中心商店街で開催されたキルト展は、市内８団体、市外15団体のキル
トサークルが参加し中心街の店舗など113会場で展示されました。復興を
祈願して来場者が一針ずつ縫って制作するイベント「一針入魂・千人キル
ト」は24日まで３会場で行われ、参加者たちは真剣に針を通していまし
た。どの会場もよくこんなにも細かいことができたものだと驚き、何年も
かかったと思われる見事な作品に、時を忘れてみとれていました。十日町
服飾専門学校講師の中林則子さんは、「第１回から参加しています。毎年
この時期に街が女性でいっぱいになるのでとても楽しみです」と話しまし
た。（市民リポーター：髙橋都さん）

　「おしん」で知られる女優の小林綾子さんは母親が旧川西町出身で十日町市に深い縁があり、落之水のあじさ
い公園にはおしん像が建立されています。９月８日㈭、東京の明治座で歌手の小林幸子さんの特別公演が開催さ
れ、小林綾子さんがその公演に出演していることから、平成19年に結成されたファンクラブ「綾の会」では32
人で観劇に行きました。第１部の舞台では小林幸子さんがヒ
ロインで、小林綾子さんはその妹役を演じました。小林幸子
さんは新潟出身で二人とも新潟に縁の深い人です。第２部は
小林幸子さんのオンステージが行われ、紅白歌合戦をほうふ
つさせる豪華な衣装で歌と華麗なダンスを披露しました。観
劇に初参加の阿部良子さんは、「綾子さんの演技は上手です
ね。幸子さんとのコンビも良かったです。次回もぜひ見に行
きたいです」と語りました。一行は豪華な舞台とすばらしい
演技に大満足しながら、「綾子さんありがとう、頑張ってね」
と明治座を後にしました。（市民リポーター：風間栄光さん）

信越トレイルにチャレンジ

ふしぎの国の天才たち　～障がいよ　叫べ～

きものの街のキルト展開催

十日町にゆかりのある、「おしん」小林綾子さん、舞台で活躍

　

９
月
17
日
㈯
、
情
報
館
で
、「
パ
パ
大
好
き
！

お
父
さ
ん
の
た
め
の
読
み
聞
か
せ
講
座
（
主

催
：
情
報
館
・
㈶
新
潟
県
女
性
財
団
）」
が
開

か
れ
ま
し
た
。
全
４
回
の
講
座
の
１
回
目
と

な
っ
た
こ
の
日
の
講
座
は
、「
お
て
て
絵
本
」

で
有
名
な
サ
ト
シ
ン
さ
ん
が
講
師
と
な
り
、
絵

本
の
朗
読
や
歌
を
交
え
て
読
み
聞
か
せ
の
ポ
イ

ン
ト
や
大
切
さ
を
伝
え
ま
し
た
。
サ
ト
シ
ン
さ

ん
は
、「
絵
本
で
話
を
想
像
す
る
こ
と
は
生
活

や
相
手
の
思
い
を
想
像
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る

と
て
も
大
切
な
こ
と
」
と
話
し
ま
し
た
。
参
加

し
た
お
父
さ
ん
た
ち
は
、
講
師
か
ら
の
突
然
の

質
問
や
実
演
の
指
名
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
読

み
聞
か
せ
の
楽
し
さ
を
感
じ
た
様
子
で
し
た
。

お
父
さ
ん
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
の
大
切
さ
を
学
ぶ

　市観光協会とガイドの会を対象に、９月22日㈭、石彫シン
ポジウムのコーディネーターである藤巻秀正さんを招いて勉強
会が行われました。石彫シンポジウムは「芸術文化の薫るまち
づくり」を目指し、平成７年を“文化元年”と位置づけて始ま
りました。会では石彫作品を中心市街地活性化や観光面に生か
すにはどうしたら良いか学びました。藤巻さんは同事業の起源
やまちなか美術館構想など熱心に語りました。参加者からは、

「作品に解説をつけてはどうか」「作品がアーケードの奥にあり、
残念」「市民の彫刻教室の作品も市街地に飾ってはどうか」など、
さまざまな意見が出され、今後に向けて非常に意義深い勉強会
となりました。（市民リポーター：風間栄光さん）

石彫シンポジウムを観光に生かすために
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とおかまち てづくり市

環
境
フ
ェ
ア

十
日
町
市
総
合
防
災
訓
練

平
成
23
年 

交
通
安
全
大
会

第
７
回
ほ
く
ほ
く
線
元
気
ま
つ
り

第
12
回 

ゆ
く
ら
収
穫
祭

　
環
境
に
や
さ
し
い
エ
コ
製
品
や

環
境
技
術
な
ど
の
展
示
が
あ
り
ま

す
。
●
日
時
＝
10
月
30
日
㈰
午
前

９
時
30
分
～
午
後
３
時
●
会
場
＝

キ
ナ
ー
レ
●
内
容
＝
エ
コ
商
品
の

展
示
販
売
、
不
用
品
販
売
会
、
布

ぞ
う
り
教
室
（
午
前
と
午
後
各
回

先
着
15
人
、
約
２
時
間
の
体
験
※

　
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
、
松
代
地
域
で
総
合
防
災
訓
練

を
開
催
し
ま
す
。
●
日
時
＝
10
月

23
日
㈰
午
前
９
時
～
●
会
場
＝
松

代
総
合
体
育
館
グ
ラ
ウ
ン
ド
●
問

合
せ
＝
防
災
安
全
課
（
☎
７
５
７

―
３
１
９
７
）

●
日
時
＝
10
月
23
日
㈰
午
前
10
時

～
午
後
３
時
●
会
場
＝
ゆ
く
ら
妻

有
●
内
容
＝
利
き
酒
や
餅
つ
き
大

会
、
清
津
峡
樽
ば
や
し
●
問
合
せ

＝
ゆ
く
ら
妻
有
（
☎
７
６
３
―
２

９
４
４
）

事
前
申
し
込
み
が
必
要
）、
ド
ラ

イ
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教

室
（
先
着
30
人
、
材
料
費
１
、
０

０
０
円
※
当
日
申
し
込
み
）
●
そ

の
他
＝
布
ぞ
う
り
教
室
で
使
用
す

る
不
用
と
な
っ
た
浴
衣
を
寄
付
い

た
だ
け
る
人
は
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
環
境

衛
生
課（
☎
７
５
２
―
３
９
２
４
）

わ
ん
わ
ん
運
動
会

　
in
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ

本
町
分
庁
舎
ウ
ィ
ン
ド
ウ

ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
開
設
し
ま
す

　
か
け
っ
こ
や
イ
ス
取
り
ゲ
ー
ム

な
ど
で
愛
犬
と
い
っ
し
ょ
に
楽
し

　
本
町
分
庁
舎
の
１
階
ガ
ラ
ス
面

を
絵
画
な
ど
の
作
品
展
示
用
に
改

修
し
、
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

を
10
月
22
日
㈯
に
開
設
し
ま
す
。

【
オ
ー
プ
二
ン
グ
イ
ベ
ン
ト 
山
本

安
雄
展
】
●
日
時
＝
10
月
22
日
㈯

午
後
１
時
～
１
時
30
分
（
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
）、１
時
30
分
～
２
時
（
作

家
ト
ー
ク
）
※
山
本
さ
ん
の
作
品

展
示
は
12
月
22
日
㈭
ま
で
●
会
場

＝
本
町
分
庁
舎
●
問
合
せ
＝
生
涯

学
習
課（
☎
７
５
７
―
８
９
１
８
）

　
見
て
よ
し
食
べ
て
よ
し
の
元
気

が
出
る
お
祭
り
で
す
。
●
日
時
＝

10
月
16
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後
４

時
●
会
場
＝
ほ
く
ほ
く
線
「
ま
つ

だ
い
駅
」
駅
前
広
場
・
松
代
商
店

　
交
通
安
全
講
話
の
ほ
か
、
交
通

安
全
祈
念
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま

す
。
●
日
時
＝
10
月
22
日
㈯
午
後

●
日
時
＝
10
月
19
日
㈬
午
前
９
時

30
分
～
午
後
２
時
30
分
※
送
迎
バ

ス
は
午
前
８
時
25
分
市
役
所
本
庁

発
●
会
場
＝
清
田
山
キ
ャ
ン
プ
場

●
参
加
費
＝
無
料
（
き
の
こ
汁

サ
ー
ビ
ス
）
●
申
込
み
・
問
合
せ

＝
環
境
衛
生
課
（
☎
７
５
２
―
３

９
２
４
）、
川
西
支
所
市
民
課
（
☎

７
６
８
―
４
９
５
６
）、
中
里
支

所
市
民
課
（
☎
７
６
３
―
２
５
１

１
）、
松
代
商
工
会
（
☎
５
９
７

―
２
０
０
６
）、
松
之
山
商
工
会

き
の
こ
鑑
別
講
習
会

　子どもの面倒を見る「子育て応援隊（提供会員）」

を募集しています。提供会員になるには事前講習

の受講が必要です。興味のある人は、ぜひ講習会

に参加してください。あなたの温かな手と心で地

域ぐるみの子育てに貢献しませんか。

●日時：11月７日㈪  午前９時～午後４時

●会場：サンクロス十日町

●内容：子どもの救急講習や発達・発育について、

　　　保育の心など

●申込先・問合せ：10月27日㈭までにファミリー・

サポート・センター（子育て支援センターくる

る内　☎757-1008）

※子育てを手伝ってほしい人の登録も募集してい

ます

ファミリーサポートセンター

提供会員養成講習会

街
通
り
●
内
容
＝
22
チ
ー
ム
に
よ

る
よ
さ
こ
い
演
舞
、
７
店
の
そ
ば

屋
出
店
●
問
合
せ
＝
松
代
公
民
館

（
☎
５
９
７
―
２
３
０
１
）

松
之
山
産
業
祭

　
松
之
山
の
農
産
物
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
美
術
展
、
芸
能
祭
も
同

時
開
催
し
ま
す
。
●
日
時
＝
10
月

30
日
㈰
午
前
９
時
30
分
～
●
会
場

＝
松
之
山
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

●
内
容
＝
野
菜
即
売
、
農
機
具
展

示
販
売
、
錦
ご
い
展
示
販
売
、
お

に
ぎ
り
・
そ
ば
・
き
の
こ
丼
の
試

食
な
ど
●
問
合
せ
＝
松
之
山
支
所

地
域
振
興
課
商
工
観
光
係
（
☎
５

９
６
―
３
１
３
４
）

く
運
動
し
ま
す
。
●
日
時
＝
10
月

16
日
㈰
正
午
～
午
後
２
時
（
受
付

午
前
９
時
～
）
※
小
雨
決
行
●
参

加
費
＝
犬
1
頭
に
つ
き
１
、
０
０

０
円
※
事
前
申
込
み
不
要
●
会
場

＝
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
ベ
ル
ナ
テ

ィ
オ
特
設
芝
生
広
場
●
問
合
せ
＝

十
日
町
保
健
所
衛
生
環
境
課
（
☎

７
５
７
―
２
７
０
７
）

（
☎
５
９
６
―
２
１
７
４
）

五
人
展
（
兄
妹
）

　
油
絵
、
シ
ャ
ド
ー
ボ
ッ
ク
ス
、

木
工
、
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
、
な
み

だ
目
人
形
の
展
示
会
で
す
。
●
会

期
＝
①
10
月
28
日
㈮
～
30
日
㈰
午

前
10
時
～
午
後
5
時
②
11
月
５
日

㈯
～
６
日
㈰
午
前
９
時
～
午
後
5

時
（
最
終
日
は
い
ず
れ
も
４
時
ま

塚
原
町
３
施
設
合
同
文
化
祭

み
つ
ば
祭

東
下
組
収
穫
祭

さ
わ
ら
び
秋
ま
つ
り

魚
沼
一
座
＆
劇
団
御
の
字

合
同
公
演

「
愛
と
平
和
と
生
命
へ
の
讃
歌
」

梅
原
司
平 

平
和
コ
ン
サ
ー
ト

●
日
時
＝
10
月
22
日
㈯
午
前
10
時

～
午
後
２
時
30
分
●
会
場
＝
エ
ン

ゼ
ル
妻
有
、
十
日
町
市
身
体
障
が

い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
な
ご
み
の

家
●
内
容
＝
作
品
展
示
、
授
産
製

品
販
売
、
ス
テ
ー
ジ
演
芸
、
軽
食

販
売
な
ど
●
問
合
せ
＝
み
つ
ば
祭

事
務
局
（
エ
ン
ゼ
ル
妻
有
内
☎
７

５
２
―
０
０
５
０
）

●
日
時
＝
11
月
13
日
㈰
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分
（
開
場
１
時
）

●
会
場
＝
市
民
会
館
●
入
場
料
＝

大
人
２
、
０
０
０
円
（
当
日
２
、

３
０
０
円
）、
高
校
生
以
下
・
障

が
い
者
１
、０
０
０
円
（
当
日
１
、

３
０
０
円
）
●
問
合
せ
＝
十
日
町

９
条
の
会
・
吉
楽
（
☎
０
９
０
―

十
日
町
市
書
道
協
会
研
修
会

　
協
会
員
以
外
の
人
の
参
加
も
大

歓
迎
で
す
。
●
日
時
＝
11
月
６
日

㈰
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分
●

会
場
＝
中
央
公
民
館
●
参
加
費
＝

３
、０
０
０
円
●
内
容
＝
講
演「
臨

書
か
ら
創
作
へ
」
野
中
吟
雪
さ
ん

（
新
潟
大
学
名
誉
教
授
）
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
10
月
25
日
㈫
ま
で

に
十
日
町
市
書
道
協
会
・
滝
沢（
☎

７
５
２
―
２
７
２
８
）

●
日
時
＝
10
月
16
日
㈰
午
前
９
時

30
分
～
午
後
２
時
35
分
●
内
容
＝

作
品
展
示
、
演
芸
会
（
十
日
町
市

民
謡
協
会
、
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
、
バ

ラ
ン
ス
曲
芸
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
ほ

か
）、
農
産
物
や
焼
き
鳥
な
ど
の

販
売
●
会
場
・
問
合
せ
＝
な
か
ま

の
家
（
☎
７
６
８
―
４
０
１
３
）

【
演
目

：

魚
沼
一
座
「
ど
ち
ら
か

様
」、
劇
団
御
の
字
「
ス
ン
ド
メ

タ
イ
ノ
。」】
●
日
時
＝
10
月
29
日

㈯
１
回
目

：
午
後
１
時
30
分
（
魚

沼
一
座
）、
２
回
目

：

午
後
７
時

（
劇
団
御
の
字
）、
30
日
㈰
１
回

目
：

午
後
１
時
30
分
（
劇
団
御
の

字
）
２
回
目

：

午
後
５
時
（
魚
沼

一
座
）
※
い
ず
れ
も
開
場
は
30
分

前
●
会
場
＝
情
報
館
●
入
場
料
＝

前
売
り
通
し
券
１
、４
０
０
円（
当

日
１
公
演
目
１
、
０
０
０
円
、
２

公
演
目
５
０
０
円
※
半
券
提
示
）、

高
校
生
以
上
の
学
生
は
通
し
券
の

み
で
５
０
０
円
、
中
学
生
以
下
無

料
●
問
合
せ
＝
二
瓶
☎
０
９
０
―

７
８
１
６
―
７
７
３
４

●
日
時
＝
10
月
30
日
㈰
午
前
11
時

～
午
後
２
時
30
分
●
会
場
＝
旧
東

下
組
小
学
校
体
育
館
●
入
場
料
＝

無
料
●
内
容
＝
農
産
物
の
販
売
、

飲
食
店
、
餅
つ
き
、
芸
能
発
表
会

な
か
ま
の
家 

収
穫
文
化
祭

４
９
１
０
―
８
９
７
０
）

古
道
松
之
山
街
道

紅
葉
ハ
イ
キ
ン
グ

　
落
葉
の
音
を
聞
き
な
が
ら
歩
き

ま
す
。
●
日
時
＝
11
月
６
日
㈰
午

前
８
時
30
分
～
午
後
２
時
●
参
加

費
＝
１
、
０
０
０
円
※
ま
つ
だ
い

芝
峠
温
泉
雲
海
で
の
入
浴
希
望
者

は
６
０
０
円
が
別
途
必
要
●
定
員

＝
15
人
●
コ
ー
ス
＝
ま
つ
だ
い
駅

～
熊
越
山
～
松
之
山
街
道
～
犬
伏

城
趾
～
犬
伏
炭
坑
跡
（
約
７
㎞
）

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
ま
つ
だ
い

歩
こ
う
会
・
若
月
（
☎
５
９
７
―

２
４
５
４
）

星
と
森
の
詩
美
術
館

中
山
正 

木
版
画
自
選
展

　
木
版
画
家
・
中
山
正
さ
ん
自
選

の
作
品
30
点
を
展
示
し
ま
す
。「
炎

に
祈
る 

刀
工
宮
入
小
左
衛
門
行

平
展
」
も
同
時
開
催
。
●
会
期
＝

11
月
30
日
㈬
ま
で
午
前
９
時
30
分

～
午
後
５
時
（
入
館
は
４
時
30
分

ま
で
）
●
休
館
日
＝
毎
週
火
曜
日

●
入
館
料
＝
一
般
５
０
０
円
、小
・

中
学
生
２
０
０
円
※
●
会
場
・
問

合
せ
＝
星
と
森
の
詩
美
術
館
（
☎

７
５
２
―
７
２
０
２
）

１
時
30
分
～
３
時
30
分
（
受
付
１

時
～
）
●
会
場
＝
川
西
中
学
校
体

育
館
●
入
場
料
＝
無
料
●
問
合
せ

＝
十
日
町
交
通
セ
ン
タ
ー
（
☎
７

５
７
―
６
０
５
５
）

　小物や家具などの販売のほか、こだわりの野

菜や食品が並び、ものを作る喜びを体験できる

ブースもあります。昨年は市内外から4,000人

が来場しました。てづくりを「探しに」「買いに」

「作り」に会場においでください。

●日時：10月16日㈰午前９時～午後５時

●会場：キナーレ　　●入場料：無料

【前夜祭】※入場無料

●日時：10月15日㈯午後４時～８時

●会場：タナカクマキチ。

●内容：DVD上映会（やんばるの森を救え！

UAライブ映画「心～くるる～」）、nabowa

震災豪雨被害復興チャリティライブ

●問合せ：とおかまちてづくり市実行委員会　

（omake内　☎752-6619）

な
ど
●
問
合
せ
＝
水
落
（
☎
０
９

０
―
５
３
１
８
―
６
７
６
０
）

で
）
●
会
場
＝
①
情
報
館
②
千
手

中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
●

問
合
せ
＝
上
田
（
☎
７
５
７
―
９

１
７
１
）
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▼
山
あ
い
で
も
稲
刈
り
が
終
わ
り
、
刈
り

取
り
後
の
田
ん
ぼ
の
光
景
に
少
し
寂
し
さ

を
感
じ
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。今
年
は
、

豪
雪
・
地
震
・
豪
雨
・
猛
暑
と
立
て
続
け

に
自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
も
の
の
、
お

米
は
ほ
ぼ
平
年
並
み
の
作
柄
の
よ
う
で
一

安
心
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
▼
新
米
を

食
べ
た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
柔
ら
か

く
て
香
り
の
い
い
新
米
は
お
い
し
い
も
の

で
す
が
、
厳
し
い
条
件
の
中
で
実
っ
た
今

年
の
新
米
は
格
別
に
感
じ
ま
し
た
。
気
が

早
い
で
す
が
、
来
年
は
災
害
の
な
い
平
穏

な
一
年
で
あ
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で

す
。
▼
私
ご
と
に
な
り
ま
す
が
、
２
か
月

半
ほ
ど
十
日
町
を
離
れ
て
研
修
に
行
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
20
年
ぶ
り
の
東
京

暮
ら
し
と
共
同
生
活
に
不
安
も
あ
り
ま
す

が
、
こ
こ
に
い
て
は

気
付
か
な
い
も
の
を

見
つ
け
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

▼
街
の
話
題
を
お
伝
え
す
る
コ
ー
ナ
ー

「
ト
ピ
ッ
ク
ス
」。
2
月
か
ら
市
民
リ
ポ
ー

タ
ー
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
を
頂
い
て
紙

面
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
先
日
、
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
と
意
見
交
換
の
場
を
兼
ね
て
、
広

報
研
修
会
へ
の
参
加
に
声
を
掛
け
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
▼
研
修
と
は
名
目
？
で

メ
ー
ン
は
意
見
交
換
と
い
う
名
の
飲
み
会

で
し
ょ
う
か
（
笑
）。
酒
が
手
伝
っ
て
か
、

い
ろ
い
ろ
な
お
話
を
伺
え
ま
し
た
。
そ
の

中
で
「
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
に
も
参
加
し

て
も
ら
い
た
い
ね
」
と
い
う
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。
少
子
高
齢
化
の
こ
の
時
代
の
主

役
は
、
ま
だ
ま
だ
元
気
な
お
年
寄
り
。
90

歳
以
上
の
高
齢
者
が
１
、
３
３
５
人
も
い

る
こ
の
街
を
も
っ
と
元
気
に
し
な
く
て
は

と
思
い
ま
し
た
。
下
は
高
校
生
く
ら
い
か

ら
上
は
１
０
８
歳
ま
で
老
若
男
女
を
問
い

ま
せ
ん
。
興
味
の
あ

る
皆
さ
ん
か
ら
の
応

募
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

(ふ) (佐)

　
麻
薬
・
覚
せ
い
剤
な
ど
の
薬
物

乱
用
の
根
絶
を
図
る
「
麻
薬
・
覚

せ
い
剤
乱
用
防
止
運
動
」
が
、
11

月
30
日
㈬
ま
で
全
国
一
斉
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。薬
物
乱
用
問
題
は
、

「
麻
薬
・
覚
せ
い
剤
乱
用
防

止
運
動
」
実
施
中

県
立
看
護
大
学
学
生
募
集

（
特
別
選
抜
入
学
試
験
）

●
募
集
学
科
＝
看
護
学
部
看
護
学

科
●
募
集
人
員
＝
一
般
推
薦
（
県

内
高
校
生
対
象
）

：

30
人
、
社
会

人
特
別
選
抜

：

若
干
名
●
出
願
期

間
＝
11
月
１
日
㈫
～
10
日
㈭
●
受

験
料
＝
１
７
、
０
０
０
円
●
試
験

日
＝
11
月
19
日
㈯
●
会
場
・
問
合

せ
＝
県
立
看
護
大
学（
上
越
市
）（
☎

０
２
５
―
５
２
６
―
２
８
１
１
）

音
声
パ
ソ
コ
ン
の

学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
視
覚
障
が
い
者
へ
の
指
導
者
育

成
を
目
指
し
て
、
音
声
を
聞
き
な

が
ら
キ
ー
ボ
ー
ド
操
作
を
勉
強
し

ま
す
。
●
日
時
＝
毎
月
第
１
・
３

水
曜
日
午
後
７
時
～
８
時
30
分
※

不
定
期
で
月
１
回
日
曜
日
昼
に
も

開
催
●
場
所
＝
十
日
町
市
身
体
障

が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
●
問
合
せ

＝
音
声
パ
ソ
コ
ン
学
習
会
／
に
っ

こ
り
＠
・
林
（
☎
７
５
２
―
２
４

９
７
）

キ
ナ
ー
レ
秋
の
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

第
12
回
と
お
か
市

ぷ
ち
軽
ト
ラ
市 
出
店
者
募
集

　
衣
類
や
雑
貨
、
手
作
り
ア
ク
セ

サ
リ
ー
な
ど
出
店
者
を
募
集
し
ま

す
。
●
日
時
＝
10
月
30
日
㈰
午
前

　
第
12
回
と
お
か
市
に
併
せ
て
、

軽
ト
ラ
市
を
開
催
し
ま
す
。
地
元

産
品
を
販
売
す
る
出
品
者
を
募
集

し
ま
す
。
●
日
時
＝
11
月
10
日
㈭

午
前
10
時
～
午
後
４
時
●
会
場
＝

本
町
分
庁
舎
脇
駐
車
場
●
募
集
台

数
＝
20
台
※
出
店
料
５
０
０
円
●

申
込
み
・
問
合
せ
＝
ぷ
ち
軽
ト
ラ

市
事
務
局
（
農
林
課
農
業
企
画
係

内
☎
７
５
７
―
３
１
２
０
）

曜　日 内　容 講　師

11月５日㈯
ストレスと上手に
　　　　　付き合おう

澁谷　恵子さん
（十日町地域振興局
　精神保健福祉相談員）

11月12日㈯
老化と心の健康
～明るい老後を
　　　迎えるために～

有田　正知さん
（中条第二病院医師）

11月26日㈯
うつとアルコールの
　　　　ことを知ろう

服部　潤吉さん
（新潟青陵大学准教授）

中央公民館成人講座

こころの健康講座 参加者募集
　中央公民館では、小千谷地域こころのケアセンターの協力で、

３回連続講座「こころの健康講座」を開催します。日頃のストレ

スや心の健康について、いっしょに考えてみませんか。

■時間：午前10時～11時30分　

■会場：中央公民館　　■定員：40人

■申込み・問合せ：11月４日㈮までに中央公民館　☎757-5011

※１回のみの参加も可能です。気軽に参加してください

０
２
５
―
８
１
７
）【
長
岡
会
場
】

11
月
６
日
㈰
午
後
１
時
～
４
時
15

分
●
会
場
＝
長
岡
市
立
中
央
図
書

館
（
長
岡
市
）
●
定
員
＝
先
着
１

５
０
人
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
な

が
お
か
就
職
・
Ｕ
タ
ー
ン
サ
ポ
ー

ト
デ
ス
ク
（
☎
０
２
５
８
―
25
―

０
８
９
０
）

10
時
～
午
後
３
時
●
出
店
料
＝
１

区
画
５
０
０
円
（
机
・
い
す
付
き

１
、
０
０
０
円
）
●
会
場
・
申
込

み
・
問
合
せ
＝
キ
ナ
ー
レ
（
☎
７

５
２
―
０
１
１
７
）

各
種
相
談
の
お
知
ら
せ

●
日
時
＝
10
月
21
日
㈮
午
前
10
時

～
午
後
３
時
●
会
場
＝
松
代
総
合

セ
ン
タ
ー
●
内
容
＝
行
政
相
談
、

特
設
人
権
相
談
●
問
合
せ
＝
松
代

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
つ
い

て
の
講
演
会
で
す
。
●
日
時
＝
11

月
13
日
㈰
午
後
３
時
～
５
時
●
会

場
＝
万
代
シ
ル
バ
ー
ホ
テ
ル
（
新

潟
市
）
●
入
場
料
＝
無
料
●
定
員

＝
先
着
３
０
０
人
※
事
前
申
込
み

が
必
要
●
内
容
＝
「
健
康
保
険
と

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
は
な

し
」「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

審
査
」
ほ
か
●
申
込
み
・
問
合
せ

＝
㈳
新
潟
県
薬
剤
師
会
（
☎
０
２

５
―
２
８
１
―
７
７
３
０
）

保
護
者
の
た
め
の
就
活
応
援
講
座

～
子
ど
も
の
就
職
を
、
親
は

　
　

ど
う
サ
ポ
ー
ト
す
る
か
～

　
大
学
な
ど
に
在
学
中
の
学
生

（
高
校
を
除
く
）
の
保
護
者
を
対

象
に
し
た
、
子
ど
も
の
就
職
活

動
の
サ
ポ
ー
ト
方
法
な
ど
に
関

す
る
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。【
新
潟
会

場
】
10
月
22
日
㈯
午
前
９
時
30
分

～
12
時
30
分
、
午
後
1
時
30
分
～

4
時
30
分
●
会
場
＝
新
潟
テ
ル
サ

（
新
潟
市
）
●
定
員
＝
午
前
・
午

後
と
も
に
先
着
各
１
５
０
人
●
申

込
み
・
問
合
せ
＝
新
潟
市
学
生
就

活
相
談
デ
ス
ク
（
☎
０
１
２
０
―

県
薬
剤
師
会 

県
民
公
開
講
座

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
っ

て
、
な
ぁ
に
？
」

支
所
市
民
課
（
☎
５
９
７
―
２
２

２
１
）

寄付ありがとう
９月25日届出分まで（敬称略）

●とおかまち応援寄附金＝山内

秀夫（東京都練馬区）、村山

政利（埼玉県富士見市）、佐

藤浩明（東京都渋谷区）、根

津万寿夫（東京都板橋区）、

矢代仁（東京都文京区）、関

口充（埼玉県朝霞市）下岡理

麻（神奈川県横浜市）

●情報館へ＝曽根サダ（幸町）、

庭野勇吉（高田町３南）、山

田正孝（四日町３）、小島文（高

田町３西）、わかさ針灸・整

骨院（長岡市）

●交通遺児など援助基金へ＝十

日町オートクラブスポーツ、

上町俄若衆連中

10
月
は
「
３
Ｒ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
月
間
」
で
す

行
政
書
士
に
よ
る
外
国
人

無
料
相
談
会

　
リ
デ
ュ
ー
ス
（
ご
み
を
減
ら

　
在
留
資
格
、
国
際
結
婚
、
永
住

許
可
や
帰
化
、
困
り
ご
と
な
ど
の

相
談
を
無
料
で
受
け
ま
す
。
●
日

時
＝
10
月
20
日
㈭
午
前
10
時
～
午

後
４
時
※
事
前
予
約
不
要
●
会
場

＝
㈶
新
潟
県
国
際
交
流
協
会
（
新

潟
市
）
●
対
応
言
語
＝
中
国
語
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
、タ
ガ
ロ
グ
語
、

英
語
●
問
合
せ
＝
新
潟
県
行
政
書

士
会
（
☎
０
９
０
―
２
２
２
７
―

０
４
０
１
）【
来
所
ま
た
は
電
話

で
相
談
で
き
ま
す
。
☎
０
２
５
―

２
４
１
―
１
８
８
１
、
午
前
10
時

～
午
後
４
時
】

　日々の暮らしや心情を文章で表現したいと思ってい

る人に最適な学習会です。随筆というスタイルで文章

を書き始める第一歩を応援します。

■日時：11月５日㈯　午後１時30分～４時30分

■会場：情報館　　■参加費：無料

■内容：・随筆を書く楽しさ

　　　　・随筆を書くためのポイント

　　　　・小作品の創作と講師のアドバイス

■講師：水品彦平さん（市内在住。2006年に『ぬく

もりの原点』で第54回日本随筆家協会賞受

賞。平成22年度情報館主催「あなたも書け

る随筆講座」講師。現在、地元新聞でも随筆

を連載中）

■定員：先着20人

■申込み・問合せ：情報館　☎750-5100

あなたも書ける！書きたくなる！

随筆はじめの一歩

キ
ナ
ー
レ
臨
時
休
館

　
機
械
設
備
定
期
点
検
の
た
め
、

10
月
26
日
㈬
・
27
日
㈭
は
全
館
臨

時
休
館
に
な
り
ま
す
。
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
※
エ

フ
エ
ム
と
お
か
ま
ち
は
営
業
●
問

合
せ
＝
キ
ナ
ー
レ
（
☎
７
５
２
―

０
１
１
７
）

現
代
社
会
で
避
け
て
通
れ
な
い
ほ

ど
身
近
で
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
覚
せ
い
剤
な
ど
の
違
法

薬
物
は
、
た
と
え
１
回
の
使
用
で

も
乱
用
に
な
り
、
犯
罪
に
な
り
ま

す
。
薬
物
乱
用
は
、
身
近
な
人
に

誘
わ
れ
て
、
仲
間
意
識
や
好
奇
心

な
ど
の
き
っ
か
け
か
ら
始
ま
り
ま

す
。「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」
と
勇

気
を
持
っ
て
断
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
薬
物
乱
用
が
も
た
ら
す
恐
ろ

し
い
結
果
に
つ
い
て
正
し
く
理
解

し
、「
ゼ
ッ
タ
イ
」
に
手
を
出
さ

な
い
と
い
う
自
覚
を
持
ち
ま
し
ょ

う
。
薬
物
に
関
す
る
相
談
は
、
十

日
町
保
健
所
（
☎
７
５
７
―
２
４

０
１
）、
ま
た
は
精
神
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
覚
せ
い
剤
窓
口
（
☎

０
２
５
―
２
８
０
―
０
１
１
３
）

へ
。
啓
発
ビ
デ
オ
の
貸
出
し
、
資

料
の
提
供
も
行
っ
て
い
ま
す
。
●

問
合
せ
＝
健
康
支
援
課
成
人
保
健

係
（
☎
７
５
７
―
９
７
６
４
）

す
）、
リ
ユ
ー
ス
（
繰
り
返
し
使

う
）、
リ
サ
イ
ク
ル
（
ご
み
を
再

生
す
る
）
の
３
Ｒ
を
広
く
呼
び
か

け
ま
す
。
22
日
に
は
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。
●
日
時
＝
10
月
22

日
㈯
午
後
１
時
～
●
会
場
＝
新

潟
ふ
る
さ
と
村
（
新
潟
市
）
●
内

容
＝
３
Ｒ
ク
イ
ズ
や
ミ
二
講
座
、

パ
ネ
ル
展
示
な
ど
●
問
合
せ
＝

環
境
に
や
さ
し
い
買
い
物
運
動

実
行
委
員
会
事
務
局
（
県
消
費
者

行
政
課
内
☎
０
２
５
―
２
８
０

―
５
１
３
５
）
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お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要です



■ 人　口  59,482人（－39）  男  29,078人（－11）  女  30,404人（－28）
■ 世帯数  20,081世帯（－６） ９月末現在（　）は前月からの増減市民の動き

76

東
小
学
校

富沢　結
ゆ

衣
い

さん（３年）

　海の中の世界を身近な材料を使っ
てかきました。紙コップで作ったイ
カの足の中に針金を入れて、動いて
見えるように工夫しました。

　

海
の
中
の
な
か
ま
た
ち

小嶋　塊
かい

さん（１年）
　みんなでプールに入ったのがたのしかったので、絵にかきました。お友だちをたくさんかくことができたので、とってもうれしいです。

　

プ
ー
ル
は
、

　
　
　

た
の
し
い
な
あ

　

夏
の
う
み

樋口　春
はる

香
か

さん（２年）

　海のたまごから海のいきものが生

まれました。気に入ったいきものは

イルカです。絵の具やクレパスでが

んばって色をぬりました。

阿部　千
ち

夏
なつ

さん（４年）

　まん中の星のにじみかたがまわり
と違って見えるように工夫しまし
た。ロケットや宇宙人が集まった楽
しい宇宙です。

　

夢
が
あ
ふ
れ
る

　
　
　
　

ハ
ッ
ピ
ー
宇
宙

■ 人　口  59,482人（－39）  男  29,078人（－11）  女  30,404人（－28）

別宮　衿
えり

奈
な

さん（５年）

　尾瀬に行ったときに見た山と、そ

の周りの自然がとても美しかったの

で、それを絵にしました。水芭蕉の

色をやさしい色にしてみました。

　

尾
瀬
の
山

　

小
学
校
で
最
後
の
運
動
会
で
一

番
心
に
残
っ
た
騎
馬
戦
の
様
子
を

彫
り
ま
し
た
。
周
り
を
横
に
彫
っ

て
、
み
ん
な
が
必
死
で
勢
い
が
あ

る
様
子
を
表
し
ま
し
た
。

力を合わせて戦った騎馬戦

山
澤
　
友と
も

葉は

さ
ん
（
６
年
）
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